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①アサヒのワイヤロープ⑥久保田のヂィーゼルエンヂン
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糠弐会.社
電(671）9626～7
電(23)代表3171～4
電（3）4782．2550
電（2）667．5826
電（2）6765
電高山9罵43
毎(63）5721～4
電（2）4588
電2085
電（3）6070
錘（22）7749．4442

東京都中央区日本橋茅増町
名古屋市中区車町2丁目
札幌市南一条2ノ§
秋田市亀ノ丁虎
前橋市細ケ沢町7
高山市名田町3丁fヨi
大阪市浪速区新川3丁目630’
釧路市松浦町3
北見市北四条西6
甲府市相，生町S
仙台市本荒町’7

町1～7
ヨ1番地

9番地
Eノロ

7番地
'81.番地

'0の3番地
Iの8

6丁目
；番地
7番地

秋月商店月商
I



、
■守■

◆ぞ。
F･c1

舗
句のQ 造林地栫作業は私にお手伝いさせて下さい

野
創く

勿

鼬＞＞

島林の肇
▼年

一
一

‐

全国森林遡合連合会推奨

実用新案登録

第478703号

序

国産機のトップ

を行く軽量で

pIグー

；
§
３
曲

●

馬力ある

ンジン

一

。
ｂ
ｅ

湾

店

太陽輿産株式会社大匠市西区阿践座上町通1－17丸勝工業株式会社
日鋼実業株式会社大屡市北区伊勢町】3三洋機械株式会社
ｵ朱式会社サンケイ鐸野市北石堂町140抹式会社角弘鋼鉄店

仙台市東3番丁150

壷同市椎子小路訂395I

青森市訴訂30番焔

声
室

ｰ

”

、



’ 木をつくる人々は移りゆくマーケットを

どうみているだろうか．．………･…………･･･藤村重任…1

林業とORについて．………･…………．．…･有水躯…6

外材輪入の動向………･…･…………･…･…･…･小松新平･･･9

「じぜん植栽法」と「たちき集材法｣………片岡秀夫…12

刈払機動力を利用する

簡易目立機の考案“･…･…………………･小倉光雄･･･'7

ぃいたいことをいわしてもらおうそのろ

．…….………････…四手弁綱英…19

能代紀行その2．…･…………………．．…･』…･･･富樫兼治郎…2’

製材産地めぐりその5青森･………･･･……･･村木清志．．‘23

バンクーパーのカナダ林産研究所･･･渋谷欣治･．28

自由論壇

林業の使命……….｡…………………………･中村賢太郎･･30

林木育種とは何ですか.．…………･･･…．．…･･船引洪三･･･32

最近の話題こだま….．……｡.…･…･……．．…………．．…･…:．．････…･･35

第11回林業写真コンクール作品募集要項会務報告
その他｡．…．．………………･…････…･････……･･･…････55

林業技術

■
こ
■
ｂ
▲
Ｕ
Ｊ
６
凸
■
守

1963．6

255

｜ 目次 今

’

一一ご～

〆如

一

戸

、や



木をつくる人々Iま

移りゆくマーヶ ツトを

どうみてい るだろうか藤村重任
P

しまったせし､だ」といってようやくごまかしたことがあ

る。

ヨーロッパの人には，アンバランスの中に平気でいる

日本人が奇異にうつるように思う。日本は明治初年から

昭和の現在まで，絶えず先進誌国から寅欲に科学を入れ

技術をうけ営々と努力をしてきた。その中には急進的な

あまり日本の良い面さえうち捨てたものもある。それを

外国の人に教えられ気づくことも多い。アンバランスは

総合的でな‘く部分的に個々力轆争的に伸び出すところに

発生する。しかし，このような欠陥を作りながらも，日

本の伸びは経済的にも技術的にも異常な速さで動し､てき

た。駕寵が人力車になり馬車になりそして電車になっ

た。人力が馬力に変り動力エネルギーになった。その動

ガエFネルギーも蒸気力から電力に変わった。「無法松の

一・生」とい．うような哀話は姿をかえて至るところに発生

し，絶えず移り変わり，それはなやみなく流れていく。

そして古いものは目まぐるしく消滅していくのである。

1，

ようやく色を深めていく街路樹の緑をみながら洪水の

ような自動車群の動く時代にまだ路面電車がいるのかと

首をかしげる。トロリー・バスといって昔から張ってあ

る電線に電車のポールをあて，レールだけ撤去した路上

を無軌道でノラクラと歩くバスがある。これがスピーデ

ィな自動車の流れの中を跡,､ていく。しかしまだ広川弘

禅氏がストの先頭に立って赤旗をふった昔のままの電車

も走っている。それでも山梨の恩賜県有林から切り出し

た敷石は今はほとんどなく，レールはコンクリートでぬ

り固められてはいるが，その’レールも自動車には邪魔だ

が，その上を走る電車も交通の流れを阻害している｡こ

の都営電車が停っているときには自動車はその横をすり

ぬけることができない。すりぬけた自動車は交通逆反に

なるのだ。

この電車のために東京都の路面の上は網の目のように

鉄線が張りめぐらされている。目をちょっと上に向ける

と皆人間はこの網におしつけられていることがわかる。

近代都市ならば不要の代物であろう。また，この頭をお

さえる金網と一緒に目につくのが電柱である。．それもこ

の頃は大抵白いコンクリート・ポールにかわり幾分明か

るくはなったものの，まだ防腐剤を塗った黒くきたない

電柱が街の表情を陰諺にしている。この電柱材は船のマ

ストとともに大材需要の大宗を占めた時代もあった、だ

が今はうす汚ない姿で前時代の名残をとどめている。

本当ならば，こんな支柱をなくして電線はすべて地下

に埋めなくてはならない。そして自由に伸びる緑の並木

で明かるい近代都市を美しく飾らねばならないのだ。

いつかフランスの人に尋ねられたことがある。

「どうして日本では街踊謝の枝をこんなにヒドク伐り奇

型な績形にするのか」と。私は「これば電線の邪臓にな

るからだ」と答えた。ところが，上野の博物館の近くで

やはり樹の枝下しにぶつかった。そこでしかたなく「こ

れは日本庭園の手法で日本独特の樹術だ」といった。す

ると「こんな西洋建築には調和しないではないか，公園

一帯にも大きな樹が少ないのはどういうわけだ」とい

う。「これは一世紀ほど前，ここで戦闘があって焼けて

ヴ
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今，人力車を見ようと思えば，華街の裏にいく他はな

い。芸者という古い人間が出久りする特殊な場所にそれ

は余命を保ってし､る。その芸者を商品として取引する場

所，それは制度が変わったとしても，なお封建性の強い

料亭という特殊市場である。その特殊市場にこそスギや

ヒノキやケヤキなどの凝った特殊材が高価をいとわず使

用されているのだ。そしてこの豪華な日本建築の座敷に

は花模様の断面をみせた「サクラ炭」がある。だが，こ

こでさえ冬になれば電気ストーブがあって室内温度を快

適にしている。手爽り火鉢はまさにアクセサリーといっ

てよかろう。しかし同じ料亭でも格が少し下がってくる

と，天井でも柱でも外観の美しい張柾の材料がつかわれ

ている。ベニヤも合板も相当に幅をきかす。実質主義が

新時代の技術を生かし合理性を誇って検行するのであ

る。またそういう所にくる人間はこれで結織いいのであ

る。料理も庖丁の冴えを刺身に吟味するよりも洋式のセ

ロリーとか青ア･スパラなどが好きなのだ。こんなことも

結局は感覚の問題であるが，それは時代感覚の差でもあ

り年齢の差でもあるように思う。この時代的，年齢的感

覚の相違が今後の伸びを暗示していくのである。
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筆者：科学技術庁資源調査会委員
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藤村：木をつくる人々は移りゆくマーケットをどうみているだろうか

この頃年齢差をはっきり出してきたのが日常の食事で

ある。お祖母さんは明治食，お父さんは大正食，子供は

昭和食それも小さし､方は戦後食といった具合である。家

庭によると三度々々三様の食事の用意がいることも多

い。お米のご飯をこの頃の子供はあまり食べず，肉や油

ものや生の野菜が好きなのに，親は米の御飯と味噌のお

汁でなければおさまらない。飲物も日本酒よりはビール

や洋酒に嗜好は変わっている。食生活といえば六力赦く

なるが，食べものや飲みものの好みが一変しているがそ

れも若い者ほどはげしい。これと同じようなことは衣服

にも住いにも見られる。

このようにモノの好みが変わってくると，その好みに

合うような品物が次々にでき増えていく。そしてモノを

造る人はお得意様を目当てに生産をするようになるのだ

旧いものは，衰え，新しいものは伸びる。人は誰でも，

目新しい，便利な，値段の安いモノならば使いたくな

る。まして日本人は新しいモノには飛びつき易い。人が

使えば自分も使いたい。使わないと肩身が狭いように思

う。見栄を張る。人は人，自分は自分ということは仲々

できない。隣近所でテレビを買ったとなるとアンテナだ

けで見栄を保つようなこともやりかねないのだ。日本人

ほど人真似，不和雷同の人種はいないそうである。

こういう人間でできた社会では新モノの拡まりが非常

に速い。まして便利で安いとくれば連鎖反応的に伝播す

る。こんな費い手の多い日本人をお客としておれば，モ

ノを作る方でもそのつもりで作る。一日も速く新手法を

取り入れ，一日も速く売り出そうとする。そして一方で

は鳴りモノ入りの宣伝をする。あの手この手で市場をひ

ろめる。そして裏では競って他よりも安く売れるエ夫を

こらす。外国の技術をとり入れ，外国の真似も辞さな

い。日本人は特に外国の名に弱いことを知ってこれも武
器に使う。

この頃，四マスというのｶﾐある。マスプロタ・クション

（大錘進産)，マスセーリング（大量販売)，マスコンサ

ンプシ雪ン（大箪消費)，マスコンミュニケーション(大

衆報知）というのだが，こういう戦法で大きな動きを作

っている。この間までは，消費革命といって変わり方の

はげしい消費の姿をましていた。それがこの頃では流

通革命ということをいっている。これは商売の仕方が次

々に変わってきたからである。アメリカのスーパー・マ

ーケットの成功をまねて日本でもやろうとしてし､る。ア

メリカでは単独の大型店からチェーン・ストア－を出

し，それからスーパー・マーケットのピーク時代へとだ

んだん成長したわけであるが，日本では一気にそこまで

いく勢である。

こういう新しい時代の流れに日本は非常に乗りやす

い。すぐに乗って，すぐに伸ばす。日本という国はこう

いう特別な風土なのだ。これは十分に考えねばならぬこ

とと思う。日本と日本人がつくる日本の風土（それは自

然調学的な意味ではない）についてである。このごろの

レジャー・ブームでもそうだ。これは日本式レジャー・

ブームといわなければならない。

3‘

今の西ケ原はすでに街なかである。

だがここは農事試験場で名高い。西ケ原の農事試験場

といえば大抵の人は知っている。それほどここの試験場

は日本の幾業に貢献したのだ。だが西ケ原は樹木試験所

がはじまりである。

明治11年に民有地3町余りを買って，内務省地理寮に

いた松野鯛が創設したものであった。14年に農商務省が

新設され山林局ができると，樹木試験所はこの山林局の

管轄下におかれた。この試験所には学務課というのがあ

って，山林学校に関すること

樹木の培養及木材の効用を試験すること

内外国の材鑑及山林用具に関すること

その他四つの事項が事務条項に規定されていた。そして

翌15年に東京山林学校が開校されたのだ。これ力東京大

学農学部林学科の源である。日本の林業のためには，ま

だ技術が大事であり，技術を身につけた人間が必要だっ

たのだ。つまり林業人をつくる必要があったのである。

その第1回に入学した有田正盛氏の話がある。その時

の事借が目のあたりに浮ぶように思う。

「股商務省に東京山林学校というのができる話を聞い

た。一つ先鞭をつけましょうという心持になって，山

林学校に入学の志をした。それから段々同志を募っ

た。同じ学校に学んだ永田正吉君を説いた。「君，山

林学校に入らんか」「山林学校とは何をするのだろう」

「それは木を植えて木を造るのだろう｣，それで私が思

ったのは，その頃天城山でケヤキを伐り出して軍艦天

城ができた話を聞いている。日本は海国だから，どう

しても海軍を盛んにしなければならぬ。それにはどう

してもケヤキを造らなくちゃならぬ。永田も私も元海

軍を志した人間なのだから，海軍のことから一晩議論

してとうとう永田も山林学校に入ろうということにな

った。鉢木審三，田町与三郎の両君も識論をして，君

は海軍に行って国を守ろうというがそれには船がし、

る。船にはまず木を造ることをしなければならぬ。ま

あ－つ木を造る方に行こうではないかといって説い

た。それで三人四人同志力$できて私も大いに意を強う

･一一・2－－－‐
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藤村：木をつくる人々は移りゆくマーケッ1､をどうみているだろうか
－－

した。そして明治15年12月に入ったのです｡」

こうして生徒を集めて第一歩を踏み出した山林学校が

西ケ原の試験所のある所だったのだ。そして諸外国から

多くの木が輸入され培養されたという。

この有田さんの回顧談は昭和4年の春，神田の学士会

館でも聞いたのだが，その話を聞きながら私は，7割以

上の人が艇業をやり，政庁才入の6割以上を地租が賄っ

ていた明治初期，その主張だった富国強兵の気をヒシヒ

シと胸にうけ感慨無量になったのだった。

だがこのようなことは，職争脇攻のきめてが火薬だと

知った日瀞戦争後の日本が，火薬原料の良質木炭を造る

ため，大日本山林会々長田中芳男男爵訪欧の機にヨーロ

ッパのポプラを手に入れ，今識道館のある小石川砲兵工

廠に植えて全国に普及奨励したことにも現われている。

明治初期の富国強兵思想からその後の軍国主義思想に

奉仕した林業とくに国有林は昭和21年の敗戦にいたるま

で大し､なるう｡ライドをもってこの線を貫ぬき通したと思

う。砲兵工廠に納める劉蕊箱材や銃床用材などについて

は，まだ生々しし､記憶をもつ人も多いであろう。まして

太平洋戦争の軍需材は日本の森林を荒しまくり，国有林

材を先頭にその推進の一役を演じたのだ。日本の軍事費

予算がある周期をもって他の予算を圧しつつ増大した明

治・大正・昭和の財政推移の中に，林業はまたその市場

をここに見出して伸びたともいえよう。しかし新しい憲

法と新しし､科学の今日では，最早すでにそれはないの

だ。

大正15年版の鈴木茂次著に「鉱山備林論」というのが

ある。鉱山用材は木材全使用量の16％であって建築材に

ついで多い。このお得意様のために，そのための用物林

を持った方がいい，林業家の利益が確保されるのだか

ら，ということが書いてある。

2年ほど前だったと思う。窯業を調べようと思って，

佐賀の有田，愛知の瀬戸，岐阜の坦咬などを見てまわっ

たことがある。ところが陶磁器をやく窯は，もう大抵が

石炭から重油にきり変えられていた。松薪を使っている

のは柿右衛門などの本当の芸術品だけしかない。名人芸

だけの使うものになっている。こうなると焼物に薪を使

うようなことは，ちょうどお茶に牡丹の木の木炭を使う

ようなものだ。今に木炭や薪を使うものは，一般市民で

はなく貴族階級だけになる，と数年前にいったことがあ

る。多少ハッタリに聞こえたかもしれなかったが，本当．

にそうなってしまった。この頃の変わり方はまったく速

い◎

一
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この間までわが世の春を躯歌していたエ場建設は今ち

ょっと下火になっている。今までやり過ぎたのであろ

う。その代り笥姉のピルや道路などの建設工事がものす

ごい勢である。とくに東京ではオリンピックをひかえ

て，ホテルや高速道路や地FIで鉄などの土建工事は全く江

戸からつづいた東京の姿をひっくり返している。鉄鋼パ

イプで組立てられた高層ピル建設の足場は幾何学的な機

造美に近代性を誇っている。日本の経済力がそこに現わ

れている，と外国の観光客はこの状況に驚くのである。

首都高速道路エ事の鉄の大型ヤグラが濃い横色に輝いて

何台も何台も列をつくっている。そしてその下の大地を

掘りとっている。ベルトコンベヤーのように動く自動車

群を止めることなく地下鉄エ事は日夜進行しているが，

そこには輸入された大きな角材が一面に敵きつめられて

いて道路の代りになっている。ちょうど，埠頭にある桟

橋のようだが，角材が道路にそい縦に敷いてあるのがち

がってし､る。自動車の走るのにこの方が都合がいい。

こんな活力に満ち近代性の強い市街を通って，私は毎

週一回は溜池に近いTBS(民間放送）のビルにいく。

といっても放送の仕事のためにいくのではない。その近

代ビルにある水資源開発公団に行くのだ。このピルもそ

うだが，最近のピルには全然木材が使われてないわけで

はない。が木材がどこに使われているか一寸では目につ

かない。鉄とセメントと石と合成化学製品とが主体であ

る。林塵吻に関係のあるものといってはボード類位であ

るが，これが一部に見られる。このボードは木材繊維を

4，

ユ

イギリスではコールマンになる人がなし、と聞いたの

は，もう10年も前のことだった。昨年の秋，有沢調査団

が出した答申のはじめには，こう書いてある。

「石炭鉱樂侭明治以来，日本経済の原動力としてそ

の歩みを続けてきた。とくに第二次大戦後は荒廃にひ

んした日本経済の復興の担い手として，いわゆる傾斜

生産方式のもとに国の助成を受け生産再開の道を歩ん

できた……その後石油の進出があり．．…･不況に直面し

合理化問題に直面した……しかし世界的エネルギー革

命の潮流はわが国経済の各分野に本格的に謬透し｡…・・

高炭価問題は需要部門から大きく批判され石炭鉱業は

貯炭の増加と炭価の低落という重大事態に際会した…

･･･」

・石炭鉱業と運命をともにしている林産物は坑木であ

る。北九州では坑木を業とするグループが偉大な勢力を

もっていた。それは古いことではない。一世紀の長い間

石炭は産業経済の支柱だったのだ。

一
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藤村：木をつくる人々は移りゆくマーケッ}をどうみているだろうか

ルコールその他新しいプラスチックが次々に製品にあら

われてくる。鉄製品や硝子製品や木協製品の占めていた

分野を消費者の好みに投合してどんどん食いつづけてい

る格好である。

海苔の研究をやっている人が時折訪ねてくる。彼が東

京に出てくる時には，大抵特許か実用新案の許可申請の

用事である。彼の特許の一つに中空網というのがある。

海苔をつける筏の網はビニロン糸で作ってあるが，その

糸を中空にすればズッと軽くなって単位当たりの生産瞳

がふやせる。つまり海苔培養のコストがはるかに少なく

てすむ，というところにミソがあるのだ。これはもう数

年前のことだったが，今は昔のように浅海にケヤキの枝

や竹材を立てなくても，深い沖合に筏を浮かべ，それに

合成繊維の網を垂らせばよし､ようになった。そのため海

苔場を選ぶのが楽にもなっているが，そのうえ中空網に

すれば海苔をつくる場所も幅広くなり資材も少なくて生

産饗は安くあがるので利益は大きいという。彼は，全国

の皆の人々に海苔を食べてもらうのが目的であるが，そ

れには今のように高い海苔ではなく，もっと安く作らね

ばならぬ，これが私の念願です，といっていた。

日本の石油化学が本格的に動きだしたのは昭和30年か

らなので，まだこの産業はホヤホヤである。だがその成

長は非徽に速い。石油化学製品はそのでき初めにくらべ

てろ～5割がた安くなっているが，自由化されている今

日外国品と競争するにはまだまだ安くならねばならぬ。

そのためには今後とも懸命の努力が払われるだろうと思

う。品物を買う人使う人は，安くて良い品を自由に選ん

でいく。誰に義理を立てるわけでもない。鉄でも木材で

もプラスチックでも自由にお客は選ぶのだから皆に好か

れるものが大きく伸びるのだ。

こんな話がある。それはポリスチレンに発泡させてフ

ィルム状にしたポリスチレンペーパーの話である。これ

は見たところ普通紙と同じく不透明でしかも軽く値も高

くない。日本でも一二の会社でやり始めているが，アメ

リカでは相当に動いている。これは木質紙にとって恐る

べきライバルになるかもしれない。デパートでみるよう

に限りない合成繊維の出現とそれらの混紡された商品

は，種々 のウール類に代表されて近代人の人気を-一手に

さらっているが，その進出の歴史は非常に若いのだ。従

来からの絹，麻，木綿の商品はやはり今も価値高いモ.ノ

ではあるが，しかし最早マスコンサンプションの近代性

からはだんだんおちていくことは打消せないことだと思

う。ポリスチレンペーパーがすぐにこれと同じ線をたど

るかどうかはわからない。まだまだ木質紙は新聞紙に上

質紙に段ボール紙にその特色をもち仲々 追い越せなし､よ

荒く固めた人エ木材板，いわば厚紙の一種といえよう。

天井や壁に使われていることが多い。その他とくに目に

つくのは紙だがこれはビルの一部ではない。消粍品なの

だ。机や椅子や香棚なども木材は一つもない。鉄製品や

合成樹脂製品が多い。一体木材需要で一番多いといわれ

る建築材料はどこにあるのか，少なくとも近代都市のピ

ルの織造材料は以前とは全く変わってきているように見

える。私の.目にはそういう風に映つる。だが事実であ

る。

二
石
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私は二，三日に1回は裏の空地で紙屑を燃やす。反古

を集める人がこない。で仕方なくもしてしまう。これを

集めて再製すればいいだろうと思うのだが，聞けば集め

る人件費が高いために仕事に合わないという。戦争頃の

ことを思うともったいないと思うのだが，買物の包紙な

どやたらに貯まってしかたがない。止むを得ずもやす他

ないのである。全く消饗経済の見本みたいである。紙パ

ルプの原木が足りないと聞いているのに，紙はこんなに

使いっ放しである。消饗しなければ生産が伸びない。ど

んどん使ってくれという格好である。消費は美徳だとい

う。本も雑誌もやたらに出る。婦人淵誌などは付録つき

でドッシリと部厚い。週刊誌だけでも大変な数である。

紙消劉の大きいのはこれだけでもわかる。

だが，燃やす紙屑寵の中には，紙の他にポリエチレン

の袋が大分はいってし､る。食べものなどは大抵この薄い

透明のポリ袋に入っている。今まで紙だったクリーニン

グ屋の包みもこの間からポリ紙になった。石油化学製品

が木質紙の領分にどんどん入りこんでくるのが，この屑

寵だけでもわかる。

台所を見てみよう。昔，木でできていた台などが美し

し､ステンレスで張られている。これがこの頃の台所であ

る。そこには清潔なプラスチックの器具が一杯において

ある。プラスチックは硝子のように破れることがなく軽

くもあり透明にも色付きにもなる。またどんな型にも容

易にできるのでこの上なく便利である。戦前にはセルロ

イド，ベークライトなど一二の合成樹脂があったにはあ

ったが，戦後の高分子化学の進歩と石油資源の豊富な出

現とがすさまじい最近の蹴進となっている。

安くて使い易し､塩化ビニールのために日本農業の近代

化がどんなに進められたか。旅行をすれば，塩ビやポリ

エチレンの帽子を一面にかぶった畑，温床のつづし､た幾

地がいたるところに見られる。季節に制約されなし､野菜

や花がこれらの艇地に生産され近代生活を一層豊かにし

でV,るのだ。ポリエチレン，フェノール，ポリピニルア

一

一

色
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藤村：木をつくる人々は移りゆくマーケッ1､をどうみてし､るだろうか

うではあるが，最近の科学の進歩ほど恐ろしし､ものはな

し､のだ。それは紙パルプ業界自身がすでにポリスチレン

ペーパーに手をつけている現状がこれを暗示してし､るで

はないか。

7，

終戦直後のことである。長い行列をつくって人がなら

んでし､た。何を待っていますか，と聞くと，何か知らな

いが物資ですよ，といったことを今も覚えている。何で

もいい，物資なら欲しい，という時代だった。つまりそ

の頃憾求める人より，あるモノの方が少ない時代であっ

た。モノを売る方，モノを分配する方が強い時代だった

のであった。

ある時，営林局に行って，こんなことを尋ねたことが

ある。造林では何に使う目標で樹種を選んでいるのか，

と。すると，何でも植えておけば使うのはその方の側で

考えたらいい，と元気よい返事をうけた。その言葉を今

でも私は忘れない。

この間，林業試験場にいってみると，30年前後と50年

前後の人工林のカラマツ材の試験をやってし､た。丸太を

角材にとってその狂いをしらべている。聞いてみると，

30年以下のカラマツ材はほとんど皆ネヂレる，これでは

構造材にはならないという。カラマツ丸太が杭に使われ

ていたことは前から知っているが，このようなカラマツ

材で家でも造ったら大変なことになる，と驚いてしまっ

た。木材は需要が大きくて伐っても伐っても高価で売れ

る。今は多少下ったといっても山持はいい身分だといわ

れている。がこの頃の住宅は純木造という家は次第に少

なくなっている。つまらぬ節材でもいい，それを心にし

てモルタルの防火建築にする。最近では個人の住宅でも

鉄材を相当に使うようにもなった。プラスチックも色々

の材料として必ず取り入れられる。木材でも良い材を表

面に張った美しい合せ材である。そして新しく明かるし、

デザインを近代生活に合うように工夫するのである。

このような家に住む人達は，その食物も，その着物も

変わってしまっている。その生活のやり方自身が全く変

わっているのだ。とくに次の時代を背負う若い人たちの

変わり方は大きい。日常生活の型がすでに全く違ってい

る。そしてその基になる物の考え方自身が変わっている

のである。

エネルギー源の推移をみて革命的だといわれるよう

に，木材から石炭，石炭から石油になり，また電力，ガ

スから原子力へと次第に変わっていくようであるが，こ

の頃の変わり方のスピードが驚くように速い。山方にあ

る田舎の家に5年ほど前に行ったことがある。昔からあ

ったクドを取りのけ台所に近い土間にキレイな改良カマ

ドが造ってあった。裏山はどの家の持山でカマドの薪は

し､くらでもここでとれる。ところが今年の春行ってみる

と，台所をまた改造してプロパンのボンベがあり，炊事

はガスになっていた。そこに井戸からモーターで水道を

ひき台所は全く近代化してしまっていた。今は都会も田

舎もないのだと思った。

8，

だが．木材ほど便利なものはない。加工して板にもな

り柱にもなる。伐っただけで棒にも杭にもなるのだ。削

って箱もできるし棚もできる。どんな形にでも組立てら

れる。瀧豈材とはよくいったものである。その上，燃や

せば熱源になって湯もわき飯もたけるのである。こんな

便利な万能材料は鉄やセメンI､などではとても及びもつ

かなし､。そして砕いて煮て晒せばセンイがとれ，すけば

紙にもなるし，簡単な操作で煎餅のようなボードもでき

るのだ。

日本のように雨が多く暖かい国では，自然に放ってお

いても木は生える。苗を植えれば少ない手間で良い林が

できる。半年や一年では金にならぬが，20年，30年持っ

ておれば，肥料も蜜わずに大きくなってくれる。こんな

いし､財産は他になし､かもしれない。

木材は足りない足りないといっている。山は次々に伐

られてだんだん木は少なくなり出しも悪くなるというの

で値はせり上ってし､く。しかし買手が多く，木材を売る

人も，木材を取扱う人も，山を持って.いる人も，まだま

だ林業の将来性は大きいといってし､る。多分そうだろう

と思う。

だが，今まで木材を使っていた所に他の新しい材料や

原料が使われてきたのだ。新しい時代に新しいセンスで

新しい品物がどんどん進出しているのだ。木材でなし､材

料や原料からそれらの品物はつくられている。そして林

業人でも，それが何でできているかも知らず自分自身が

それを買いそれを使っていることも多い。新しくて便利

で値段も安いモノならば，いくら林業人でも義理で木製

品を使う必要もないのだ。人間の消費心理とはそんなも

のではあるまいか。

木材が新しい時代に生き，新しい人々に好まれる経済

的なまた文化的な領域はどこにあるだろうか。どこに新

しい市場を発見し開拓し進出しているだろうか。新しく

目まぐるしい目前の流れを見ながら，考えずにおれない

のである。林業にたずさわる人々は，もっと総合的な見

方を大きくし，新しい感覚をもってもっと科学的に押し

進める努力をやらねばならぬのではあるまいか。

－5－
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主として一流会社の人達に過去5カ年間に教えてきた。

その意味で日本のOR教育とその発展に微力をつくして

きたつもりである。その他に日本会計学会，日本OR学

会，日本理論経済学会計量経済学会の正会員であるか

らこれらの分野のORについてはすこし唯知っているこ

とになるであろう。結論としていえることはこれらOR

以外の学会にもORの影響はきわめて強くなってきたと

いうことである。

昨年東京大学航空学科に国内研修にでかけたとき修士

コースで電子工学を勉強している学生が，航空機のよう

に進歩の早い分野で研究開発をやるためにはORの知識

が不可欠であるとし､っていたのに感銘を受けたことがあ

る。事実英国では国立航空大学にORの大学院がおかれ

ているし，それが英国では最高のOR教育犠関になって

いる。つまりORは単に経営の分野だけでなく，科学技

術の研究開発に不可欠の手段となってきた。生物物理学

もその対象になる。

2，林業問題とOR

林業での最近注目すべきでき事の一つに薪炭材が石油

およびガスに完全に押され，燃料においては林業が石油

産業に敗北を喫したという事実がある。今日の企業は長

期的に研究開発を行ない新技術および新製品を考えだす

ことによって企業間のみならず，産業間および国際間の

競争に勝とうと絶えず計画的に事業を推進しているのが

現状である。したがって旧来の「ロウ習」に安じ「夕.ミ

ン」をむさぼっている産業は必ずとし､ってよいほど敗北

を受ける運命にあると湾えてよい。そして潜在的な需要

が大きいか無気力で競争力の弱い産業かその場合まず第

1番目に攻蝶目標にされてくる。

われわれの周囲を見回すとき木材がいつのまにか他の

代替品におきかえられているのに気付くことが最近特に

多くなった。そうした傾向を林業内部においても奨励す

る動きがあるが，そのことは木材の需要が次第に狭まっ

ているということであって，プラスチックおよび金属工

業が林業の需要に食込んできたわけである。その他に酪

農およびレジャー産業の振興のために林業経営を止めた

森林面積は周知のように増加の一途を辿っている。つま

りいろいろな名･目の下に林業は一歩一歩後退していると

いうことである。ところで問題はこのような後退を正当

化するとしても一体どこまで後退すればよいのかという

ことと，連続的後退に甘んじないとするならばどのよう

な解決方法を求めればよいかということでなければなら

ないであろう。このような問題について思い出される事

柄は日本カメラ工業の進出である。

最近われわれ日本人にとって心地よし､ニュースの一つ

に国際カメラ・コンテストともいうべきフォトキナがド

イツで開かれたときに日本カメラの技術が地元ドイツの

一一＝一一一一一一一一一一
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1 ，はしがき

ORとは経営を科学的に運営するための方法論である

という定義を最近アメリカ会計学会誌で見付けたが，そ

の中でORを知らない会計担当者は今世紀の終り頃にな

るとコットウ品になるであろうという意見をつけたして

いるのにいささかおどろいた。そしてほとんど毎号会計

にORをもっと使うべきであるという意見が強調されて

いるのに感心した次第である。というのはORでは主と

して数学を活用しているが会計学を担皆する商学系大学

ではORに必要な数学を教えてこなかったからである。

これと似たことを昨年林業で経験したことがあった。

それは夏も終りに近付いた頃わたくしが汗をふきながら

長野県の駒ケ根市役所農林課を他の用件で天竜林業の調

査にでかけた帰途に訪れたときであった。目的はそこの

幾林課長にお会いしてそこのOR活動をI剛くことにあっ

た。わたくしは別の人からこの課長さんが林業にORを

使うことに非常に熱心でそのために組織を作っているこ

とを聞かされていたのである。その課長さんは白髪をま

じえた50年誰の方であったが，赤線をたくさん入れた林

業雑誌を熱心に読んでおられた。何かと思ってよく注意

すると林業のORについて林野庁普及課の方が霞かれた

記事を集めて読んでいたのである。その時わたくしの胸

にジーンとくるものがあって，やっぱりまじめに熱心に

林業の普及に努力を借まない人がここにもいるのだと強

く感じた。元来企業の場合でもORをやろうという人は

そこでは篤学の士である。このORグループは地区普及

員からできており,自費で研究会を作り毎月討論する機

会をもっているということであった。この人達のもって

いた燃えるような眼差しをわたくしは忘れることはでき

ない。そして真剣に林業に取り組んでいる人達はORに

も興味をもつものであることがわかったのである。

現在わたくしは長期経営計画に研究の中心をおいてい

るが，日本で唯一のOR誌「経営の科学」（日本科学技

術連盟）の編集委員をやっており，日本科学技術連盟主

催のOR教育コース（東京・大阪で6カ月）およびOR

実務協会のOR教育コースでダイナミック．プログラミ

ングおよびゲーム理論というORでも最も難しい分野を

句

一

も

一

凸

筆者：林業試験場経営部
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それに優るとも劣らなし､ことが実証されたことである。

終戦直後まではカメラといえばドイツカメラであって，

ドイツカメラはカメラ界の王座を占めていた。したがっ

て最近のような日本カメラの進出は当時夢想もできない

状態にあったが，過去15年間のたゆまなし､努力によって

日本カメラは輝かしい競争力を身につけるようになった

のである。

その場合見逃せない事実はドイツのカメラ職工は親の

代からカメラ製作に従事してきた人達で父祖伝来の技術

をもった人達であるのに反して，日本のカメラエ場で働

いているエ員は田舎の中学を卒業したばかりの女子工員

の手により作られているという正に対照的な関係であ

る。そうなるとなぜ勘と経験の集積のようなドイツ工員

の手になったカメラに劣らない精巧さをもったカメラが

無経験の日本の女子工員たちで作られるのであろうかと

いうことが疑問として生じてくるにちがいない。

その原因としては日本のカメラエ業が卒先して科学的

なエ程管理法として知られている品質管理(Qc)を大

規模に取り入れ実用化したことが決定的な役割を果して

いるのであって，そのことが日本カメラ工業の経営者達

の闘志と第一線の技術者の創意と相俟って，無経験な日

本の女子エ員力鋤と経験の栂このようなドイツエ員と太

刀打ちできるようにしているのである。

先年国際統計学会が東京で催された時に来日したオラ

ンダのフィリフ°ス電機工業会社（松下電機が技術提挑を

してし､る）中央技術研究所のハマカー氏はそのことにつ

いて，やがてドイツのカメラエ業も日本のようにQCを

活用せざるをえないであろうといっていた。かれは日本

科学御『連盟で2日間セミナーを開いたがわたくしがそ

のとき通訳をやった関係から毎日往復の途上日本のカメ

ラエ業の経営者達が他国に先んじてカメラ工業にQCを

導入した先見の明を繰り返えし賞調j,ていたのが懐かし

く思い出される。かれはQCでは欧州第一の研究者であ

る。

しかし日本のQCは偶然カメラ工業に根を下したので

は決してないことを強調しておかねばならないであろ

う。それは単にカメラ工業だけではなく日本の工業全般

についていえることではあるが，それによってかつての

「安かろう悪かろう」という日本製品に対する国際的評

価が「安かろう良かろう」とし､う方向に好転したのであ

る。日本のQCは戦時下の軍需エ業の段階で独立した立

場で開発されてきたことが基礎を作り，戦後アメリカの

QCに接してそれを容易に消化することができた。そし

て普及においてはハマカー氏の言を貸りるならば最も世

界で徹底した型で行なわれてし､る。

つまり訳もなく外来技術に屈服し自力で研究開発を怠

っていたのでは国際および産業間の競争には勝てないと

いうことである。その場合何よりも大切なことは自分の

頭で物事を考えるということであって，権威に追従する

ということではない。刺業が直面している問題を今後解

決するためには林業の中で独力で研究開発をやること力；

何よりも要請されてくるのである。ORが林業に役に立

つとするならば，自分の頭で林業を考えるときに役に立

つといえる。

3‘林業の技術とO配

先年新着の林業経済学についての洋欝を手にして序文

を読んだところ，その著者はつぎのようなことを書いて

いた。かれは林業経済学の研究のために一般経済学を勉

強してみたが，林業に役立つような理論は考えられてい

ないことがわかった。そこで既存の経済理論で林業経済

を考えることにしたというのである。わたくしはその懸

劣さに呆きれてその本を読むことを直ちに止めてしまっ

た。わたくしをしていわしめればこのような態度では問

題にならないとし､うことであ.る。

われわれの日常生活での問題を解決する場合最後に頼

むべきは自力であり，自分のしたい事を他人がやってく

れると期待してよいものであろうか。つまり他力に依存

し自分の力で道を開こうと努力しないところに進歩はな

い。これはきわめて自明の事柄であるが，そのことが前

記の著者にはわかっていないように思えるのである。

つまりORをやるためには自分の頭で新しく物事を考

えるという態度が何よりも要求されるのであって，他人

のやった方法を上手く借用するという行き方には限界が

あるし,ORの研究者の最も嫌うところである。最近前

記OIや教育コースにQCの専門家が全体の三分の一を占

めるようになってきたのもQCの行き詰りをORによっ

て打開しようとするのにほかならない。その意鯰で自分

の頭を使うことの嫌いな人にはORは#鯛であるし，学

問的な権威主義に盲従する人はORにとって無縁の徒で

ある。最近の経済学がアメリカもソ連も含めてORの考

え方を導入しつつあるのはQCの場合と同じであって，

ソ連の場合は経済学者の再教育に熱心のようである。現

実にそくし，実際に生ずるいろいろな問題を解決するた

めにはどうしても自分の頭を使うことが必要になるので

あってORはそのために生れたといえるであろう。昨年

秋わたくしは理論経済学会で研究発表をさせていただい

たが林業経済学の立場から一般経済学に問題を提起した

ものであった。（ダイナミック．プログラミングとタン

パイク定理)。この問題が経済学のみならず非常に多く

の科学の分野に対して大きな貢献をなすであろうことは

－7－
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すでに日本科学技術連盟第1回数学計画シンポジニーム

で明らかにされたところである。

ここでわれわれが見逃せないことは人間は現実に対し

完全な知識を持ちえないという謝嘘な態度である。そこ

に学問の進歩なり撫術革新が生ずるわけであるが，理論

は形式のゆえに完全知識を前提としてきた。森材経理学

などはその代表であるし，あらゆる科学の理論もその例

外ではないとし､えよう。それでは不完全知識を前提とす

るときどうなるかとし､うことが取り上げられてよいであ

ろう。われわれの雑業の問題の基本的性格は実はここに

基礎をもっている。この種の問題はダイナミック．プロ

グラミングの中心問題であるがORはこのような考え方

にその頭をのぞかしているのである。自分の頭を使う必

要はここで生じてくる。

よく使われる言葉に合理化という抽象名詞がある。と

ころで林業綴営の合理化とし､うときその合理化とは何で

あるかをORの立場から眺めると，そのあいまし＼さに驚

くほかはない。元来合理化という行動は多面的なもので

あるが，それを多面的なものとしてそのまま取り扱うの

か，その中の限られた面につし､て考えているのかが全く

明瞭でない。明瞭でないことは合理化の成果そのものを

もあいまいにしてしまうものであってそのために繰り返

えし取り上げられているのが実状である。またその合理

化についてば成果に働きかける不確実性をも考慮してい

ないように見受けられる。そしてスローガンとしての合

理化に終ることが多いのではないかと憂えるものであ

る。

この場合に多面的に考えるのであれば総合ということ

が不可欠になるであろう。林業の個々の研究やその成果

としての技術は一応整備されてし,､るとしても，現実の林

業問題にはそうしたものの切り売りでは解決できないも

のばかりであるのに，そうした個々の技術の総合という

ことが合理化では欠けており,ORなどの科学的な方法

ではなくて総合される可能性があまりにも多いのではな

いであろうか。総合ということは決して気分的な方法あ

るいは達観という言葉で行なわれるほど容易なものでは

ないのである。

過去において林業ではORを含めで客観的な方法論が

著しく軽視されてきたが；その根本的な理由は執行機関

および研究機関に責任体制が十二分な型で確立されてい

ないという環境が作用してし､る。したがって今後も過去

と同じ体制が続けられるならば，他の産業とは逆方向を

辿りORなどの客観的な方法論が真剣に取り上げられる

ことはないものと思われる。そうした行き方から生ずる

結果については冒頭で述べたようにあまりにも明らかと

いうほかはない。

4‘むすび

わたくし自身はOR自体に興味をもっていないが命ぜ

られたので筆をとったまでである。しかし科学的な方法

で長期経営計画の数学理論を建設するとなるとORを勉

強していたことが非常に役に立つし，逆に新しいORの

理論の建設の必要性を感じることが少なくない。

ところでORを勉強することは決して容易ではないで

あろう。というのは数学理論を勉強するだけでなく現実

の問題を数式化することが必要だからである。そのこと

は物理学および航空関係者がORを担当し成功している

例の多いことによっても，うなづかれることである。大

学におけるOR教育をみると工学部の応用数学および理

学部の数学科で基本的な教育を大学の3年ないし4年生

に対して行なっているのにすぎない。日本のOR研究者

は前記のOR教育コースなどで理工科大学を卒業後年間

数百人が生産されているのが現状である。全体としてみ

ると農学系の人達でOR専門家となっている人は国の内

外を問わずいちじるしく少ない。したがって林業にOR

を導入するとしても環境および学校教育が生物学に重点

をおいているために多くを望むべきではなし､。卒直にい

って不可能ではないかと思う場合が多い。

しかし林業講習所その他で接したSP,AGの中には

非常にORの才能の豊かな人が少数ではあるが見受けら

れるので，このような人達に十分な機会と教育を与える

ならば悲観的な見方は将来必要でなくなるかも知れない

と思われる。

つまり長期的には研究開発の組織的活動を競争力をつ

けるような体制で推進して行くことが今後の林業のあり

方を決定するものであるが，その中でORが重要な役割

を果すことが望ましし､。しかしW暁開発がそうであるよ

うにかけ声だけではどうにもならないものがあることに

注意していただきたいと思う次第である。結局は人であ

る。
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有水・4，田噸共訳応用ダイナミック・プログラミング
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|外材輸入の動向 ’

木材輸入量1,100万㎡を突破

わが国木材需要のおよそ18%を占める

小松新平

木材の輸入は，近年増加の一途をたどり，昭和57年に

は1,100万Xn3をこえる大量の輸入が行なわれた。これ

は昭和34年の輸入量のおよそ2倍に近いもので，木材!愉

入はここ4カ年の間にその規模が倍増するという飛躍を

見せている。

輸入材がわが国木材総需要量に占める比率は，昭和35

年は，14影，36年は16％であったが，57年はおよそ18％

をしめるものと見込まれ，年々わが国木材需給に外材の

果す役割が増加してきている。

昨年10月策定された林産物の需給に関する長期の見通

しによると昭和57年以降は，毎年全木材供給量のおよそ

20影に相当する2千万Xn3の木材輸入が見込まれている

ことから，わが国木材需給上外材輸入にかなりの期待が

寄せられていることがうかがわれ，今後当分の間外材の

輸入量は増加のテンポをたどることが予想される。

57年の木材'輸入金額は，51億6千万ドル嘘関実績）

で，同年のわが国総輸入金額（通関実績）の5.6影をし

め，主要輸入品目中，石油，綿花，鉄鉱石につぐ第4番

目の輸入額となっていて，いまや木材はわが国における

主要輸入物資の一つとなっている。

木材輸入の規模が大きくなったことに関連して，木材

流通面にもいろいろの変化が見えはじめている。輸入面

においては，木材運搬専用船を建造して，木材輸入を安

定恒常化させようとする動きが活溌化したことで，すで
にラワン材関係約50隻，米材約5隻，ニュージランド松

1隻の木材専用船が就航しており，船会社も今後のため

に木材専用船の建造に対する検討を怠っていない。また

主要港を始めとする大国の木材輪入港においては，外材

依存の木材加エ業が生れ，大規模な生産施設をそなえ，

オートメシステムを取り入れた近代的エ場としての成長

を見せている。さらに内陸部の木材加工業者において

も，外材を求めて港湾地区に進出，あるいは港湾とのつ

ながりを持とうとし始めている。この動きは，外材が同

品質のものを大量に，しかも安定した供給が可能でしか

も手形取引｝こよりうるという，原料確保面において国内

筆者：林野庁林産課

材に優る利点をもっていることがその理由と思われる。

木材，とくに丸太という特殊な貨物の荷さばき，荷揚

げを円滑にするための港湾整備の必要性も強調され，そ

の必要に応じて，各木材輪入港では，木材輸入のための

施設整備に着手するもの，あるいはその計画をたてるも

のも増え，その数はおよそ30港近くになっている。こう

した動きに付ずいして，港湾地区に木材エ業の集団化を

図る動きもいくつかあらわれてきている。

わが国に輸入される外材の主なものは，フィリッピ

ン，英領北ボルネオを中心とする南洋諸地域からのラワ

ン材，アラスカ，カナダB.C州,米国オレゴン，ワシン

トン，カリフォルニア州などの北米太平洋岸地域からの

米材，ソ連邦極東地域からのソ連材で，このろ者で，全

体の輸入量の95％が占められているが，このほかにも遠

くニュージランド，オーストラリヤ，ニューギニア，ソ

ロモン，中南米，インド，アフリカなど広範囲な地域か

らも輸入が行なわれ，わが国の木材輸入意欲のなみなみ

ならぬことがうかがい知られるのである。

◇ラワン材は合板を主体としてわが国木材需要の各分野

に深く浸透してきたが，製品の自由化を真近にひかえ

その影響が注目されている

37年のラワン材輸入量は，657万rn3で前年を82万In3

上回る増加を示し，同年の全木材輸入量の7割を占めて

いる。なおラワン材の輸入先内訳としては，フィリッピ

ンからのものが7割を占め，英領北ボルネオからのもの

が3割弱となっている。

ラワン材は大径通直な加工しやすい形質をそなえてい

るため，用途も広く，さまざまな木材利用部門を浸透し

てし､るが，輸入されるものの約半分が合単板用に使用さ

れている。ちなみに36年における用途別消費量をみる

と，総需要量595万Xn3のうち製材用308万In31合単板

用284万Xna,その他用2"maとなってし､る。製材のほ

とんどは板類にひかれているものと思われるが，約半数

が建築用に供され，ついで，家具用，建具用，輸出吋板

用，造船車鯆用，機械部分用，木箱仕組板用など幅広い

用途にあてられている。

ラワン材の輸入は，戦後わが国合板工業の発展とあい

まって，増加してきたのであるが，その間安定した供給

と，質的な有利性に支えられて木材利用の各分野にラワ

ン材が浸透し，ラワン材の需裟は伸びる一方であり，こ

れにともなって港湾都市のラワン材加エ業の発展がもた

らされてきたのである。かくしていわばラワン材輸入の

黄金時代ともいうべき時が続いたのであるが，数年前か

ら主要産地のフィリッピンにおける資源の減少にともな

う伐採地点の奥地移行によって材質が低下する傾向力現

れる反面，出材コストの漸増，および最近合板工業がぼ

っこうした台湾，韓国からの買付競争のため，産地価格

－9－
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は材質の低下にもかかわらず，じり高をたどる傾向を示

し，37年はとくに，1～3月期の雨季にフィリッピンの

主要産地が未曽有の豪雨による供水に見舞われたため，

極端な出材不足を来たしたことから，年初FOB61ドル

／千BM程度だった産地価格は，年末には72～75ドルま

で上昇し，年間を通じて，毎月1ドルづつ上昇するとい

った上昇テンポをたどった。このことは当然わが国のラ

ワン加工業界に影響を及ぼし，とくに主要港におけるラ

ワン製材業は，ラワン材の地方港揚げの増加などの影響

も手伝って，今までにない苦境に追込まれるにいたって

いる。しかしながら内需用合板の活況もあり，ラワン材

の需要は依然として強く38年における，ラワン業界のラ

ワン材輸入期待瞳は，南洋材協識会の取りまとめた報告

によると37年輸入実績をさらに100万m8上回る5,740万

rn3とされている。

フィリッピンに代る輸入先として開発を急がれていた

カリマンタンの森林開発については，37年末に，開発協

力に関する予備協約が日・イ双方の当事者間に結ばれ，

開発協力の基本的事項が予備的に確認される段階に至

り，本年2月には開発第一の落手地点とされているヌヌ

カン島の現地調査も終り，事業清手の具体的計画も検討

されているが，当面輸入される瞳はかなり小さな数量に

とどまる模様である。

ラワン材の輸入は，従来丸太に限られてきた。これは

ラワン製の製材，合単板等，加工品がまだ自由化されて

おらず，また外貨の割当も実施されない，いわば禁輸状

態におかれていたためであるが，昨年10月，わが国がI

MF対日協議において,IMF8条国（国際収支を理由

に貿易為替の制限のできない国）移行の資格ありという

認定をうけたことから，わが国は一層早期に自由化体制

をとらなければならないことになったため，木材関係物

資で現在まで自由化されていなかったラワン製の加工品

の自由化も近く実施しなければならない状勢におかれて

いるわけである。これらが自由化されると，わが国のラ

ワン加工業界は，フィリッピン，台湾，韓国などとの厳

しい競争にさらされることになるが，とくに原木を生産

しているフィリッピンでは，早くから工業立国を目ざし

て，森林の伐採樋を政府が，業者に与える条件として，

製材，あるいは合単板の工場を設霞することを強制して

きたため，すでに400以上の製材工場,40をこえる合単

板工場が操業しているが，その操業率はきわめて低い状

態におかれていること，またこれらのエ場の生産能力は

フィリッピン国内における需要瞳をはるかに上回るもの

であることから，今後これらがわが国のラワン製品のマ

ーケットをめざして生産活動を活発化させることは当然

考えられるわけであり，ラワン加工品の自由化は，わが

国業界に与える影瀞は決して少なくない。

◇米材は米栂を中心としてわが国針葉樹材の代替として

飛躍的な輸入増加をみたが，今や代替材から必需材と

しての需要を開拓し，安定した輸入が行なわれている

米材の輸入は，昭和35年までは，米桧，米松を中心と

した特殊長大材中心に行なわれていたが，36年に入っ

て，わが国木材価絡の高騰もあって，一躍55年の4倍に

相当する3，220万Xn3にふくれ上がり，その内容も米栂を

中心とする大衆用途向きのものに主力が移されたもので

あるが，急激な輸入増加は，受け入れ港湾における滞

船，滞貨などの現象を生み，また36年後半からの景気調

整による木材価格の下落もあって，一時は国内販売にあ

たって、ダンピングを余儀なくされたが，これが反面わ

が国内に米材の市場を開拓する結果になり，港湾都市で

は米材を専門に扱う工場も現われ，輸入テンポも需要に

応じた安定したものになったため，37年には56年をさら

に上回る258万m3の輸入が行なわれている。米材の海

上運賃は，その変動が烈しいことと，材価に及ぼす影響

が大きいことから，その安定を図るため，米材遮搬専用

船を建造して，米材の輸入に本腰を入れた輸入業者も現

われている。

57年に輸入された米材の樹材種は50種類以上に及ぶ

が，主要なものは，栂丸太，混合樹種丸太，栂小角，松

丸太，桧丸太，スプルース丸太，アラスカ材製材で，こ

の6者で全体の9割を占めている。また栂丸太，混合樹

種丸太，栂小角のろ者で全体の45％が占められてし､る。

混合樹種丸太の主体は栂丸太であることから，米材の主

力は米栂であるということが冠きよう。

米材の用途はほとんどが，製材γ月であるが，ごく一部

のものは，杭丸太，電柱用に供されている。製材用の用

途内訳として36年の製材出荷実績をみると，総出荷量

725=Fm3のうち，建築物構造用が597千nl3でもっとも多

く，ついで建具用84千|]n39造船車緬用66千Xn39土建用

59千In39こん包用41千Xn31木箱仕組板32千mmの順腫

なっている。

米材の約5割弱は，製材品で輸入されているが，とく

に4インチ角の米栂小角材は，京浜港に入荷が集中し，

建築用柱材として用いられ，当初はわが国の杉正角材の

代替として輸入されたものが，現在では，米栂独自の需

要マーケットを確立して，代替材ならぬ必需材としての

役割を果している。このことは京浜地区における柱材の

価格が米栂小角の輸入価格(CIF96～100ドル/千BM)

によってリードされる結果を生んでいる。また米栂丸太

の輸入価格(CIF70～75ドル／千BM)がこれまた各地

－10－
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小 松：外材輸入の動向

の荷受港における木材市況に影響を与えていることもい

なめない事実となっている。

昨年'0月米国太平洋岸をおそった暴風による風倒木の

発生について，本年はかなり風倒木の出材をめぐって米

材輸入に影響が現われるのではないかと予想されるが，

今のところ目立った影響はまだ現われてはし､ない。また

56年の木材対日輸出急増に対してとられたオレゴン州に

おける州有林の丸太輸出禁止措置は，本年に入って緩和
されるという動きも出ている。

米材の輸入については，36年の輸入ラッシニのごとき

状態の再発を防止し，需要に応じた安定した輸入を図る

ことが肝要であるが，米国，カナダ･等産地側が自由経済

の国であり，契約取引面にかなりの弾力性があること，

生産輸出業者が，大手の大賢本による業者であることな

どのためわが国における米材の需要動向を慎重に調査し

ながら取引を行なっているため，またわが国輸入業者も

相互に自主的に輸入の調整を図る話し合いを行なってい

るため，今後は，急激な輸入増加にもとづく混乱は恐ら

く生じないものと考えられる。

◇資源的，位置的に今後輸入増加がもっとも期待される

のはソ連材であるが．そのためには解決されねばなら

ない問題点も少なくない

ソ連材の輸入は昭和29年に再開され，以後漸次増加し

て37年には166万nl3に達している。57年におけるソ連

材の輸入は，景気調整下における高値大量契約とし､うき

わめて困難な状況のもとに遂行された。それは，37年分

の輸入契約がすでに，36年8月ミコヤン来日の際当時

の木榊､格高を反映し，かつわが国側輸入商社の過当競

争もあって，一部輸入商社と，ソ連代表部の間に36年価

格をエゾトドでFOB5ドル,CIF7ドルも上回る高

値でとりきめられたことに端を発している。ソ連材輸入

の主要商社がソ側と本格的に37年分の契約交渉に入っ;た

ときは，わが国木材価絡が下落していたにもかかわら

ず，ソ側は8月契約の高値を一方的に押しつけ，最終的

に日本側大手商社もこの価格によって契約をとり結んだ

が，一方57年2月に行なわれた日ソ貿易交渉では，ソ連

材の輸入目標が205万nl3に決定され，それまでに日本

側商社とソ連通商代表部とのあいだに結ばれてし､た契約

数量を上回ったため，ソ側は5月には日本側商社に対し

て，数量の追加割当てを行なったため，高値における大

蛍の契約とし､うこ重苦をせおわされる破目になり，37年

のソ連材輸入は当初からきわめて暗い様相におかれてい

たが，遂に5月に至って，日本側はこぞって，材の引取

り拒否をソ連代表部に申し出るというところまでおいつ

められ，この紛争は一時外交ベースにも及ぶかに見えた

が結局ソ側が，若干の値引き,(CIF5ドル,FOB1.5

ドル/m3)に応じたこと，一部数量の翌年越し引取りを

認めたことによって一応の収拾を見たが，値引後の価格

が依然として国内価格に対比して採算困難であったた

め，年を通じてソ連材の国内消費は不活発で，年末には

北陸を中心として大髄の滞貨を生ずることとなり，米材

の進出もあって，消謎者にとってソ連材の取引上の魅力

は，すっかり消滅するというムードになった。

そのため昨年'1月からモスクワで行なわれた日ソ貿易

交渉において，38年のソ連材輸入目標の決定に当たって

は，日本側としてはソ連材の輸入にはきわめて消極的な

態度でのぞみ，170万nl3の輸入目標を提案したが，ソ

側は，溌舶などの対日輸入を大量に増加させたし､意向も

あり，その見返りとして，木材の対日輸出増大にきわめ

て積極的な態度を示し，250万Xn3を提示したため，両

者に大幅の差があり，交渉は難航したが，結局，日ソ交

渉円満妥結のため，日本側が10万rn3の増麓にふみきり

180万In3の輸入目標が決定された。

一方38年の輸入契約締結に当たっては，日本側商社は

前年の例もあって，きわめて慎重な態度でのぞみ，価格

交渉も折衝が長びいたが，結局価格については，36年価

格によることが決定され，数量は,90万In3を若干上回

る程度が契約されている模様である。

ソ連材の用途を36年実績でみると，総需要量135万nl3

の7割が製材用，2．5割がパルプ用，残りが杭丸太，電

柱用となっている。製材用の内訳を出荷別実絞でみると

総出荷量635千Xn30のうち，建築構造用が389千nl3でも

っとも多く，つし､で土建用105千m，木箱仕組板61千

In3,こん包用36千In31建具用29千Xn3の順となってい

る。なおソ連材の樹種別内訳は，約半分近くがエゾ，ト

ド松，5割がカラマツ，残り2割が紅松，欧州赤松，そ

の他となっている。ソ連極東地区には120"m3ものぼ

う大な森林資源が開発を待っており，ソ連側も木材の対

日輸出増加に積極的な意向を有していること，またわが

国が位置的にもっともこの地域に近接したマーケットで

あるだけに，今後ソ連材の輸入増加は，一番可能性があ

り，また期待されうるわけであるが，わが国の自由経涜

に対するソ連の計画経済という国情の相違からくる非弾

力的，かつ不自然な取引方式，主要産地のアムール流域

からの輸送が夏季に限られるという自然的な制約，など

輸入増加をはばむ問題点も幾多存在している。したがっ

てソ連材の輸入拡大を図るためには，安定輸入が行なわ

れるよう取引方式が改善されること，自然的制約下にお

かれている輸送上のあい路を打開することなどが解決さ

れてゆかなければならないであろう。
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じぜん植栽法｜と

林業経営方法の改善を目標として，昨年8月に筆者が

湾案し，これを実地に移し，その成果をみてし､るのが標

題の方法であり，ここにその内容について紹介すること

としたい。

この方法は,一口でいえば,林分を伐採する数年前に

苗木を林分内に植付け，苗木が活着してから，立木を伐

倒しないで，集材機によって垂直につり上げ，そのまま

持ち出そうとする新しい試みである。

この植付けの方法を「じぜん植栽法」といい，集材の

方法を「たちき集材法｣，架線の張り方を「K式（片岡

式）扇形架線」という。

この方法のねらいとしている主な点は，次のとおりで

ある。

①木を植えてから磁密には更新時から）伐るまでの

期間を10年以上短

かくしたい。

②植付け作業が春

の植付けにかたよ、

っていたが，これ

を年中できるよう

にしたい。

③苗畑で苗木を育

てる作業をなるべ

く少なくしたい。

④植林した年から

毎年真夏に下草の

刈払いをしている第1図じぜ

が，これを半分以下にしたい。

⑤伐木とか集材作業などによる事故を極力少なくした

いo

以上が，この方法のねらいとしているところである

が，造林の成果については，今後苗木の成育にまたなけ

ればならない面があるが，集材については，実行可能で

あることが現地で立証された。

本年は，これらの方法について，テスト事業として実

作業遊している。

以下，項目をおって簡単に説明し，読者の皆様のご指

導とご鞭縫をえたい。

筆者：大子営林署長

’
L与一

片岡秀夫’

1‘植栽の方法はどんな方法か

現在植林中の林分は，伐採期に到達した2個所の林分

について，昨年の8月から毎月30～200本のスギ，ヒノ

キを植付けしており，いずれも本年に直営で「たちき集

材法｣によって集材する55～60年生のスギ人エ林であ

る。

本年からは，13個所の試験林分を選び，毎月1,000本

づつ，スギ，ヒノキを林内に植付けている。これらの林

分は，本年の後半と，39年，40年に伐採する予定であ

る。

このほか，強度の間伐（受光伐）を実施し，植付け

後，10年目に主伐を行なう3林分を選定している。

昨年盛夏に植付けた苗木については，活着率も良好で

あり，伐採後の調査成果にまちたい。

ん植栽法うである。

2．植付けの経費と功程はどの位か

従来の方法についてみると，植付けの初年度の経費は

ha当たりおおむね9万円であるが，「じぜん植栽法」に

よると，地梅，下刈がほとんど不用となるため7万円で

ある。さらにさし木によると苗木代が不要となるので，

1万5千円となり，約6分の1の節減となろう。

また，従来の植付け感期は，伐採搬出などの関係で伐

採着手後ろ年目に行なわれているが，この期間と伐採前

の植付けで，実償的な伐採のくりかえし期間は5年以上

の短縮となり，また「K式扇形架線」は，主索が左右に

動くため，「たちき集材Jをした帰りの搬器に肥料と除

草剤を積んで，全面的に十分施肥を行ない，この効果に

－12－
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片岡：じぜん植栽法とたちき集材法

よる伐期を5年，合わせて10年以上の短縮を目標として

いる。この方法によれば，真夏であっても植付けが可能

となり，優秀な造林労務者の常用化が期待される。

3．集材にはどんな方法を用いたか

この集材方法は，伐木する林分内に苗木が植栽してあ

るので，次の条件を満す方法でなければならなし､。

＃

や

！

§
I 可

9

＝
比

＝

霧鍵鍵鍵
第5図荷掛の方法．

②副索が地表をたたかないこと。

③重垂の不用な方法とすること。

④立木をつったまま持ち出しうること。

という4条件を考慮して，主索の先端に移動主索をとり

つけ，主索の三重滑車をゆるめて5移動索によって主索

の一端が自由に移動しうるように考慮し，また，特殊搬

器を使って副索が常に張っているようにし，立木をつり

出すため人エ支柱を用いることとした。

この方法について具体的に話を進めてみよう。

まず，三重滑車（ヒールブロック）をゆるめ，移動索

によって伐出しようとする「立木」の上に主索を移動し

て三重滑車をしめ，荷揚索をおろし，立木の根元に，荷

掛金具をとりつけ，

蕊
架線く。

第2図．植栽方法

q

冠

第 3図集材機

①立木を伐倒して

苗木を傷つけない

こと。

②立木の横取りを

なくして，立木の

集材で地表をかき

起さないこと。

③立木で地表をす

って持出すような

集材方法をしない

こと。

これらの条件を満

すため，索張りの方

法は

①主索を自由に動

かしうること。

＝‐

第4図集材架線

－13－
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片岡；じぜん植栽法とたちき集材法

全林についての集材の順番は，谷筋から集材し，主索

を順次峰に向って移動する方法を採用している。

枝葉はチッパーによりチップとし肥料とともに帰りの

搬器につけて散布し，完全施肥を行なう。

第6図根 切 り

第7図根 難 れ

土場は移動土場とし，「たちき」はそのまま職台の上
におろされ，移動レールによって移動され，そこで切ら

れる。

第6図は，筆者が初回のテストで自から根切りをした

写真である。

4，どんな機械，器具を使っているか

①集材賎には，2軸5胴の中型集材賎と，2胴の小型

築材機の2台を用いており，前者では主索の引き締め

第8図吊上げ

’

篝
鍵

第9図集材

索引寄引戻索，荷揚駆動索を，後者は移動索と副索の

たるみ取りに用いている。

②搬器には，副索がエンドレス式に入っており，また

重垂の不用である｢特殊ｴﾝﾚｽ搬調を用いた。
③主索には「7本線6ツヨリ」直径22mm,移動主索

は26mm,副索は「19本線6ツヨリ｣，移動索は｢19本

線6ツヨリ」の12mm,荷揚索は10mm「平行ヨリ」

を用いた。

－14－
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片 岡：じぜん植栽法とたちき集材法

立木の大きし､ものが材職で2m:1,平均で0.5m3,校染

をつけた生木で約1．5トンみておけばよい。

W+P=0.45t+1.5t=1.95t

約2tが主索に加わる荷重と考えればよい。

この主索の張力係数を計算すると

C=ろ.97

主索の最大張力Tは

T=("+P)C=2×5.97=8t

主索22mmの破断力は29.5tであるから

安全係数Nは

Ⅳ=學雲=愚?膳>2"倍
となり,22mmの主索でその擶唾には耐えうる。

②移動主索の強度につし､ては次のようである。

蕊,2図より'=¥=70｡穏度であるから,主索にか
かる荷重と移動主索にかかる荷重との関係は

T=2T'cos8

であるから，

Tノ

了壽-=扉:壷=家;意亟='“
主索のそれの約1．5倍となる。ところで，主索の最大張

力は，前項で約8tであっァ.から

Tノー8t×1.5{g=12t

_溺鈎華 一殺動主索炎榔ｴ鋤主

毛

ー

第10図索張りの略図

｜
孵罪
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今

第'1図主索の張力因子

④人工支柱は，元柱で10m,先住で14～10mを用いて

いる。

以上のものの強度計算を昨年索張りしたものについて

参考のためにあげておく。

①主索の強度

垂下比S=5%

主索の長さノー350m

搬器重量0.15t

副索0.3t

したがって，無付加荷重Wは約0.45tで，付加荷重は

や
第12図移動主索の張力因子

－15－



片岡：じぜん植栽法とたちき集材法

する。（－13人）

③主索も従来法ばろ回張上げ必要。（-14人）

これらを加算すると本法においては10人程度の節減で

これは，延人員の約1剖に相当している。

6，設備盤はどの程度になるか

従来の機械築材法の設備饗は約500万円であるが，本

法によると

①集材機小型が必要となる。（＋40万円）

②移動主索，移励索，同搬器。（＋22万円）

③滑車，外ラインが多い。（＋15万円）

④主索上金具が2個多い。（＋3万円）

⑤人工支柱が1本多い。（＋24万円）

⑥ワイヤー止金具，同接続金具。（＋2万円）

これに対し

①荷掛鈎が不用（－1万円）

②重垂不用（－2万円）

以上により，約100万円多くかかることとなるが，そ

れぞれの機械の耐用年数を計算に入れ，約5ha,2000m3

の集材をすると40万円程度の設備饗となり，この林分の

資材価1,100万円の約4％の設附饗となる。

7．本法による収益はどうなるか

本法によって伐期が10年短縮されるとすると，上記の

林分の資栩iiの10年間の複利は，

1,100万円×1,0710=1,100×1.9672=2,160万円

となり

2,160万円-1,100万円=1,060万円

が単純計算による5ha当たりの利益となる。

施肥量の増加，機械設備磯の瑠加は，地栫下刈の経

減，育苗費．障害補悩饗等の減少があれば，それらによ

って相殺される。

当営林署で300haの新植面穣のうち，内輪に見穣って

50haが本法で実行可能であれば，国有林の植栽と伐採

は継続しているので，毎年1億円の増収となり，また伐

期短縮による出材遡も増大し，その収益も増加すること

となる。

ところで，本法による集材功程についてはどうかとい

うと，事業的には本年度の作業を完了して判断を下した

いが，現在のところ，全木集材方式を下回ることはない

ように推定している。

以上，はなはだ簡単ではあるが，本法のアウトライン

を紹介してご参考に供した次第であるn

（1963．4．19寄柵）

26mmのワイヤーの破断力は40.9tであるから

〃=』筈=5.4|倍
の安全度がある。

③移動索の強度については，移動主索と主索のなす角

が70.以下となる場合には，控索を取ることとしている

ので問題はない。いま，β＝70･とすると,移動索にかか

る荷重は

T"=TcosB

=8t×0．346

==2.7t

移動主索との摩擦係数をみて

』v=a¥t=4倍
④副索は12mmで,8tの破断力があり，付加荷重に

は耐えうる。

なお，主索の長さが500mを越えるような場合には，

主索24mm,移動主索30mmを使用すことが望ましい。

⑤人工支柱の挫屈強度は，支柱の高さ8mで70t,16

mで40tあり，挫屈については問題ない。曲げ強度は8

Xnl荷重ろtとして安全率は5.3倍となっている。16m

で2倍余程度と想定される。したがって，最大荷重に耐

えるよう外ラインを3段取りの15線以上としている。

外ラインにかかる荷重は1t程度であり，外ラインを

張る方向をまちがえなければよし､。

実際の索張りをして振動試験をして外ラインに多くの

荷重がかかっていないが，これは移動主索のとりつけ方

向を斜め後ろにしたためである。

5・設備をする功程はどのくらいか

「K式扇形架線」の設備に要した延人員と「従来の機械

集材法」とを比較してみると，

①元柱の受穴は，従来法では1カ所，本法では2カ所

必要。（＋15人）

②先住の高さが本法は高い。（＋2人）

③先柱は，従来法では2回移動で5回立てる要があっ

たが、本法では2本を最初に立てればよい。

（－1人）

④集材機の運搬は1台余分。（＋1人）

⑤外ラインの取り付けが，従来法では5回かかる。

（－2人）

⑥本法では移動索のナイロンロープ引廻し，張上げを

要する。（＋5人）

⑦従来法のエンドレスラインの張上げは，3回必要と

守

し

一
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刈 払機の動力を利用する
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簡 易目京機の考案
■■■■■■■■Bgp■■■■唇■■■■■■■■■■■■■■■8日■■■■■■■■はpnpR■■■■｡■■■⑤■邑日■＆日田日ロﾛnnpb8

1 ．はじめに

造林事業の機械化に伴ない，地怖，下刈には各種刈払

機が急速に使用されてきた。大規模な事業では10数台の

機械をもつ一つの作業班が編成され，専門の修理設備と

ともに，専用の目立機をもっているが，このことは，小

規模な辮業にも望ましいことはもちろんである。しかし

一般には，小規模に数台の刈払機が作業している現場で

姓，市販の専用の動力目立機（普通数万円する）をもっ

ているところは，ごく少ないようである。この「林業技

術」誌を見ても，刈払機の広告はあっても，目立機は見

あたらない。動力を使用しない市販の目立機はもちろん

あることはあるが，非能率的である。

また動力目立機があっても，それは普通宿舎などに置

叩､て，帰宿後，または作業休日を利用して目立をしてい

るようである。したがって現場での目立は，作業開始前

4に，手ヤスリで目立している程度である。目立機がなけ

れば町の専門屋に依頼しているのが現状であろう。

そこで当社は市販の高価な目立機でなく，持ち運びに

便利な，作業現場でも作業員が誰でも使用できる。簡単

で安価で現地で使用中の刈払機の動力をそのまま利用す

．る，簡易目立機を考案して，各現場に配竃し能率と経済

効果をあげているので，ここに発表することにした。

2‘構造

この簡易目立機は設計図にみるように，刈延機の動力

を利用するものである。すなわち回転は刈払機の始動の

ときに使用するプーリーを利用し,Vベルトによって目

立機のプーリーと連結回娠させるようにしたものであ

る。したがって，この目立機はプーリーが外部に露出し

回転する刈払機ならば，どの機種にも使用可能である。

特に共立パワーサイセの場合は写真1のように，始動プ

ーリーを使用する必要がなく，クラッチカバーのプーリ

ーを使用するので，まことに見合がよい。部品はすべて

市販品であり，町エ場に依頼すれば簡単に製作してくれ

る。仕上りは5詞000円～5､500円程陛である。重量は1ろ

kgで刈払機と大体同じで軽く，移動のための分解組立

↓ま全く必要としない｡．

製作にあたって椎造上特に注意した点は，次の通りで

ある。

（1）プーリーは大きいめのもの（外径127mm)を使

筆者；東北パルプ株式会社秋田工場

小 倉光雄

用し，グラインダーの回娠を減速させるようにし

た。

(2)耐用年数を長くするため，メタルはピロープロッ

写真1共立パワーサイセクラッチカバー部のプー
リーとの連結による目立

クを使用し，機体は全部鉄材とした。

侭）歯側角付け調整板“あてを兼ねる）は角礎を簡

単に替えられるように，また鋸あてがグラインダー

の大きさに応じ，適正距離に調整できるように淵を

つけ．遊間をもたせた。

㈱機械の地面に対する愛定を商めるため．上台はア

ングル鉄を用い，これに穴をあけ，鉄ピン（直径10

mm，長さろ0cm,頭部を直角に曲げておく）で地

面と固定するようにした。

(5)歯側角調節部の止めネジおよび鋸あて距離調整部

の止めネジは蝉ネジとした。

3，操作要領（順序）

(1)機械を置く場所を整地する。

(2)刈払機の鋸匁を取りはずす。

(3)刈払嬢を安定設置する（ピンまたは麻繩で)。

(4)ベルトを両プリーに掛け，張り具合を点検し，目

－17－



小倉：刈払機の動力を利用する簡易目立機の考案
一

(2)経費

完成品一枚当たりの経費は，次の表の通りである。

立擬の位蔵を決め固定する。

(5)歯側角付け調整板（鋸あて）を点検，作業に適応

する角度に鯛縦する。

経溌の比鞍（完成品一枚当たり）
－

目｜外注|人力 ’
簡易[1
立職

棚

工儀(目立,アサリ出し,上目掛）

|#蕪｡鷺＃
瀦

掛

’
昭
０
０
５

－
６
１
１
１

－
卵
扣

円０
０
５
３

２ V

■

'28.’'60195
一

←
5‘補足

（1）共立パワーサイセの場合は動力機本体の悶定は，
写真2製材機の始動プーリーとの連詰による自立

（動力原機)を固定するため2本の杭を打ちこ 台の2～3カ所をピンで止める程度でよし､が，他の

れに麻繩で緊迫している。機種は適当な杭を打ち，これに麻繩で緊迫固定する

簡易動力目立機設計図寸法環位、m(6)低速回転しようにすれば

両機の安定，よし､。（写翼

回転の調子な繍
らびに，各部八
取付締具等を－皇些

点検し，安全10
を確める｡(こ

こで自立機を

ピンで地面に

固定するとよ

い｡）

(7)歯側角の関

係でグラ･イン

2参照）

(2)共立パワーサ

イセを使N1し

た場合、エン

ジンの位蹴が

作業者の左側

近くにあるの

で回娠調節レ

バーの操作が

至極便利であ

る。（写輿1

P

グー掛は，第一次工程として一本おきに目立をし，

終れば，第二次工程として調整板を反対側に修正し

第一次工程の要領により自立研磨する。

4‘性能

(1)所要時間

a目立15分～20分（人力は50分位）

bアサリ出15分～20分

c上目掛（歯振）5分～10分（吋ヤスリ）

しったがて完成品で，1日10枚～15枚程度，目立の

みであれば20枚～50枚はやれる。

参照）

(3)刈払機のプーリーの溝が細い機種の動力を使用す

るとき，または，機械の位置が操作に具合の悪いと

きは，適宜これに合うベルトを使用すればよい。

(4)始動プーリーを使用する場合は，回賑している3

のにベルトを掛ける操作が必要であり，いろいろ柵

点があるので，刈払機の鋸匁の取付部に鋸匁の代り

にプーリーをつけ，これをベルトで目立磯のプーリ

ーと連結回転させる方法もあり，無難で能率的のよ

うである。

と

も《
一

×× ×

× × 謎
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以外のなにものでもなし､。

先日もある大学の助教授が営林局にたのまれて亜高山

帯のシラベ林の皆伐跡地の更新の研究詮するといってい

たｶｻ，更新の方法すら確立しないのに伐採力銃行して進

められるのは，こうした一連の伐木運材技術だけのアン

バランスな進歩が原因しているのではなかろうか。

更新方法，技術が確立し，それに応ずる作業法が明ら

かになってはじめて．作業が進められるので，伐木・運

材上引きあう作業法として皆伐がとりあげられ，皆伐跡

地の更新法産後になってから研究するのでは順序が逆で

ある。一昨年も大降，大台の自然保謹調査の後，問題に

なったのは，こうした略奪伐採であって，ことのついで

に禁伐区まで伐ってP､る仕末であった。あの付近の奥地

にもサク道巡材による非育成材築地がおいおし､ふえそう

である。私は機械化で作業能率を高めることに何も反対

しているのではない。林業全般として釣り合し､のとれた

発達こそ望ましいので，運材のみ異状に進んだところ

で，林業の発展とはなりえないといっているのである。

奥地林分では，せめて昔のソポクなヌキギリ方法にで

もかえってもらって，伐る木の最少径級を定めてヌキギ

リしてもらった方がずっとま・しである。なまじっか人工

更新をするといって．使える木だけ乱伐してもらっては

跡地はどうしようもなくなる。

未利用林の開発が未利用材の利用という効果だけで，

跡は野となれ，山となれ式か，もしくは将来の造林技術

の進歩とし､うあわい期待のカクレミノでごまかされては

たまったものでない。作業種とか作業法とかいうもの

は，更新を前提にして決められるべきもので，利用を前

提にして決めるべきものではない。そんな所をていよく

乱伐するなら，盤山にもっと手を加えて良い林を仕立て

た方がはるかにましだろう。

奥地神ま自然禦観として残してもちっとも林業家とし

て不名祥ではなし､。森林は何も木材生産の場だけにある

のではないのである。森林ば木材を利用してこそ価値が

あるのだと1鷲かり思いこんでいる人はほんとの森林の効

用を知らぬ人であるといっても言いすぎではなかろう。

もうすこし自然というものをよく知って，自然に対処

してもらいたい。ともあれ，林業では一連の技術がこう

いったアンバランスなしに進まねばならない。

そうでなければ決して真の意味での技術進歩とはいい

がたいであろう。

6．観光ブーム

近年の観光ブームと称するものには筋くべきものがあ

る。スカイラインコースだとかなんとかいって，山頂ま

で楽々と行ける自動車道やロープウェーが一日掛りで登

ったところを数分で運んでくれる。

なるほど便利にはなったが，これらのいわゆる観光開

･も･･･-.-.．叩･･－－剣8岸・---‐恥･･･--..噸P･･･-.-面恥・－．．－蝿｡．－．一心‘P‘･･･-.-･恥‘･･－．．．劃恥一i
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四 手井綱葵

5．サク道連材

運材の悪口をいったついでに，もう一つ付け加えてお

こう。近年サク道運材が盛んになりこの方面の技術も学

術的にも著しく進歩したことは喜ばしいことである。

これで満足な林道もないずい分奥地からもたやすく木

が伐り出せるようになった。そして利用可能な森林がず

っと広くなったといえよう。

私はわれわれが森林虚伐って利用するということは再

造林，再生産が可能であるという前提の上で行なうのだ

と考えてし､る。ただ木を伐って出せばよし､のは略奪林業

で育成林業ではないと教えられている。更新の方法，更

新の実行の可能性が-卜分にたしかめられた後でなければ

林地から木材は伐出できなし､はずである。

サク道運材が発達すると，ソマ夫が山へ入って生活

し，木が伐れれば現場まで別に立派な林道がなくともよ

いし、木を伐ることそのことだけにはそれに引き合うだ

けの森林の現存量（蓄積）があればよく，更新の可能性

など問題外である。しかし伐り終るとサク道もソマ小屋

も取り払われてしまうから，その後はちょっと近づきに

くい所も出てくることがある。

この場合もし造林とその後の保育用に必要な林道がな

ければ，跡地更新はどうにもならないであろう。利用可

能な範囲はサク道の発達で大いに広げられたとしても，

更新の可能な範囲はサク道運材だけでは決して広がって

はいない。さらにこうし､う奥地は性々にして亜高山の針

葉樹林か，それに続く_I二部温帯のブナ林であって，こう

いう森林の更新法は私の知る範囲ではまだ確立されてい

るとはいえないのである。こういう奥地のサク道運材跡

地を見ると，更新にまで細心の注意がはらわれたとは思

われない個所が多い。第一どうし､う作業法が用いられた

のか判断に苦しむ伐跡地すらある。皆伐をしても利用不

能な木は残っているし，傘伐や択伐をしたにしても残っ

ているのはなんとも手のつけられぬような木だけで，結

局跡地は同じ姿をてし､しているのである。

奥地開発をまともに進めるなら，跡地更新の可.鰡生を

十分に検討して更新作業法を確立してからにしてもらい

たいものである。ただ伐れるから伐るでは，それは乱伐

刀
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筆者：京都大学教授
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四手井：いし､たいことをいわしてもらおう

発はほんとに国民のリクリエーションを考えてやってい

てくれるのであろうか。どうもそうは思われない。ただ

もうかればよい。誰がどうして，どんな目的で行こうと

勝手・会社さえもうかればよいのが本心ではなかろうか

こういう施設を営利会社にだけまかして，かんじんの

やらねばならぬ公共団体がそしらぬ顔をしているとごろ

に問題がある。たとえば私の住む京都では比叡山にドラ

イブウェーやケーブルができている。それはそれで一応

良いとして’山頂が延暦寺の私有地だからといって，山

頂を私鉄が借りうけ色々 な施設をしてしまった。高II1植

物園あり，資料館あり，遊園地あり，回蛎展望台まであ

る○そのこともまあ仕方がないとしても，山頂に柵をめ

ぐらして，この山頂へ登るのに金をとるのがおかしい。

人々は山頂へ登って京の町や琵琶湖の美しい風景を見る

だけにも金を出さねばならないのである。私鉄の作った

詩施設を利用するのに金をとるなら投資に対する正当な

支払l'､だから理く、つは通るが，一体IJ順やそこからの風

景は雛が作ったものだ。これは広い意味での自然ではな

し､か，自然景観を見せて金をとるなぞということはまこ

とに大それたことで，これは観光事業の行きすぎであ

る。これが是認されるとなると，私達は目をあけるたび

に金を誰かに支払わねばならない。これと同じことが東

山ドライブウェーでも起こっている。あれを作るときは

山頂の田村将軍で有名な将軍塚から京都の夜景を皆にな

がめてもらおうというのが一つの目的であったところ

が，将軍塚は青蓮院の私有地だとのこと，坊さんが柵を

して入場料をとり出した○京都の町はまるで昔のノゾキ

カラクリを見るように金を入れねば見られなくなった。

スピーカーでがなりたてて，自然の風景を金を出して見

せるなんてホドホドにしてもらいたいものである。私は

それ以来．こんな所には入ったことがない。

私は鈴鹿の御在所山がバス会社でいわゆる観光開発さ

れるとき，せめて山頂だけは自然のまま残してほしいと

たのんでおいたし，大台ケ原が奈良県の手で開発される

ときも日出ケ岳へはドライブウェーをつけてくれるなど

望んだが’これらもどうなるかわからない。

かたくななことをいうようだが，山頂の景観は下駄バ

キ族やハイヒール族には見せなくとも良い。ヒタイに汗

して登ってこそ，山頂の景観は味わえるのである。

近頃立山観光開発が問題になっている。昨年秋も富山

自然保謹協会で一席ぶってきた。わが国に数すぐない

3000m級の高山にバス道をつけ，畿山道義も体力もない

ものをおいあげて，それが一体国民の何に役立つのだろ

うか｡3000mの山へ近づくには近づくだけの作法があっ

てよくそれをのみこんでなり､者どもをおいあげるとトン
、

ダことがおこるに決っている。現状においても先年町内！

会の烏合の衆の登山で子供が道にはぐれて死んでいる。

富山県観光課長は．産業道路と国民のリクリエーショ

ンのためぜひ必要だと強こうに私を説とくしようとした

が，みえすいたうそにはだまされなかった。林学出身の．

しかも登山家だった観光課長が，強いんな資本家や政治

家の前にどうにもならないのか本人自身がほんとに良い．

ことをしていると思っているのかは知らぬが，全くなさ

けない次第である。

日本アルプスなどの蓋山にはこういったバス道開設よ

り前にいくらでもしなければならないことが残ってい

る。登山道，道標の謁備，保全，無料．有料宿泊施設の，

整備，保全．自然保護などそんなことにはおかまいなく

もうけ仕事，しかも観光という美名でごまかしたもうけ

仕事に熱を入れるのはどうしたことであろう。

林野庁厚生省などの関係各官庁の反省をうながしたい．

自然保謹についてもまた項を新にして書きたいが，ゆ、

えなく自然を鵬するものに,第一にこの観光事業をあ
げねばならないが，第二にはやはり林業をあげねばなら．

ない。前項にちょっとふれた，奥地開発の行きすぎこ

れは明らかに自然破壊だ，林業は木材生産を第一義にす

るのはわかるが，再生産の自信もないくせに，伐採が先

行し，さらに畜用樹種での樹穂転換と称して自信もない．

のにブナ林上部やシラベ林にカラマツなどの人エ植栽を

するなど，行きすぎもはなはだしいとし､えよう。

私たちはわが国の,代表的森林を一団地すくなくとも

2000～5000haづつ各地に穀してもらう運動をおこして

いる。300～500haの小面讃では早晩，綱目がかわって

しまうからだ。このことも政府の関係者に話すと，そん

な大面積の天然林を今後手をつけずに残こしておいたら，

なんといわれるかわからなし､と尻ごみする。

天然林は森林の生産力などを研究するために必要な韮

礎を与える重要な研究の場である。そこにはその気候に

応じて-卜･分成熟した土壌があり，一番よく適応した林木

が育っている。これからの林業をしっかりした基礎の上

に築きあげる上に研究上最も必婆な森林である。これを

全国に数カ所残すこともできないほど，どうしてわが国

の森林を荒さねば気がすまないのか不思議である。

もとのわが国の姿をのこす遺跡の保存が問題になって

いると同様，もともとのわが国の代表的な自然を残すご・

とは，それにおとらず重要である。観光事業とか林業と

かの企雄のために，これらの森林が失なわれることはま

ことになげかわしい。要するに，現代のわが国の産業

界，特に土地産業界にナチュラリストがなくなってしま

ったということが根本的な原因であろう。
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結局，砂地の含水分は非常に少ないのであるから，植

栽木に水分を多く与えるには根元に埋蕊を行なえば1％

位の水分が増す。また雑草を刈払って通発作用を絶てば

ここでも1％位の水分を増すことができるとわかった。

また遮風体を立てて風を防ぐなり，またI司時に雨滴を受

けて水分を増す当地では衝立工と呼ぶエ事を施工するこ

とは水分を増加する。このようにいかにして砂中の水分

を増加するかと苦心した結果，枯損率がずっと少なくな

った。

旧記録を読むと，各地でクロマツの中にアキグミを混

植する，今日から見ればりっぱな肥料木として利用した

ものである。倉田益次郎博士は肥料木を定義して剛凹料

木とは共生遊離窒素の固定を行ない，林地の地力増進，

ならびに林木の生育促進の機能を持つところの根剃木を

総称する」と称せられる。ネムと同様#こアキグミ，サイ

カチなども肥料木として植栽されたと思われるし，地方

によってドクウツギのごときものもこの種のものだろう

と思われる。

また近年イタチハギも海岸砂防用に混植されるが，昭

和の初めごろ秋田市の新屋の出身の一教師が満洲より種
ムこぐ

子を持ち帰えって謎成して秋田県花館三浦農園から富国
13ざ

萩と称して相当高価で売り出した。富国萩とは燃料とな

り，パルプの原料となり，大いに国を富ますとヤ､うわけ

であった。今日では方々に繁殖しているのを見受ける

が，源はこれからふえたものと思われる。海浜にイタチ

ハギを楠栽しても塩風の害の少ない所ならば相当の生育

をする。

4，故人となった砂防功労者たち

今は故人となったが能代砂防に功労のあった人に榊村

では山田さんがある。この人は白髪の老人であったが，

強い性格の人であった。ある時は営林局長に密告の出さ

れたことがあったが，曲ったことの嫌I､な真直ぐな人で

あった。これが密告を出される結果になったのだろうと

思う。ほかに袴田という人もあって，山田さんに劣らず

砂防に尽力した人である。もし両人の援助がなかったら

部落有地の買い上げなどはできなかったろう。
むなはち

また大開浜は渡部六七八氏がし､なかったら，落合部落

は土地を合併することができなかったろう。渡部さんは

昔からこの地方を開田した人で，落合部落には随分威力

のある人だ。しかも真に能代を護るには側面より護らな

ければならないとて，大開浜の砂防を計画したので，放

牧地も一部編入して工聯地に含めた。

渡部氏も今は亡く住宅の一隅に墓がある。六七八氏の

霊にお詣りして工事の成就するように祈って帰たった。

帰郷の朝栗田神社に参詣したが，喉元過ぐれば熱さを

忘るの論に洩れず，この神社の120年祭の際,筆者も参列

したが,扉は破られ,境内は草ぼうぼうで参詣人もない。

r－~~一一鼈．－司随，．、2
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3．造林成積と仕末書

大正'2年の春に初めてクロマツの砂防植栽をやった。

苗木は本荘小林区署から貰った，二回床替の5年生苗で

あった。これが筆者の総領息子なのだから念には念を入

れてなるべく安定した安全と思われる所を選んで真心を

込めて植たのである。しかるに夏季になったらあれほど

熱心になって植えたのにほとんど全滅のありさまであ

る。当時の事業規程では2割以上の枯損を出せば，大林

区署長に不成績報告を提出しなければならなかった。そ

れが9割以上の枯損だ。観念して仕末爵を提出して，処

分を仰いだことがある。

この時，現場を観て鮒に落ちないことは，最も安定し

たと目される雑草木類の繁茂した個所に植えたのが逆に

最も不良で全滅した。これに反し草も何もなく砂地に植

えた苗木は針葉が短かくしかも生色がなく，枯死の一歩

手前とし､いたし､が，とにかく生きているものがかなりあ

った。その理由がわからないながらも「砂地の水分は極

端に少なくクロマツの根に水分が吸収されない前に，雑

草木の根が長く延びて水分を吸収しつくしてしまうため

だ，雑草水生青地のクロマツは枯れてしまったのだ」と

理由付けた。そう提出したものの何とか事実をつかみた

いと心掛けていた。たまたま機会に惑れて昭和五5．6

年の両年にわたって砂地水分の調査を能代後谷地国有林

の砂地でなしえた。試料を250品以上処理した結果は，

裸砂地の含有水分は常に他より多し､，その次はクロマツ

林のような砂表面に陽陰を与えるところの砂地の含水分

が多い，雑草潅木の生育地の水分ば一番少ない，しかも

雑木の種類やその形態によって水分の多灘と分布が異な

る。

この含水分は裸砂地では深さとともに増すけれども，

1mまでの平均は大よそ5彩位で少なくなし､のである。

雑草木の生育地も深い所ほど水分が多し､のであるけれど

も，根元付近は水分が吸収されるので深さと比例するこ

とはない。この現象を見て根の通発作用によって失なわ

れる水分は．砂表面から蒸発する水分よりはるかに大き

いとし､うことを知りえた。これで大正12年以来不思織で

しょうがなかった問題がようやく解けた。

■
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筆者：元秋田営林局粍営部長
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富樫：能代紀 行
－－

市は神社の管理をやらねばならんと議長が話していた。
栗田祥牡の外に榊村の大内田に栗田定之蒸翁のほこら

がある秋田にも栗田神社がある。一人で2カ所にまつら

れてし‘ることは珍らしい。いかにその徳が慕われてし､る
かがわかる。

95，後谷地の稲荷社

6月2日，朝御飯前に事業所を出て，家内に手を引か

れて稲荷神社に参拝に行った。ちょうどこの日は折よく
祭典にあたり，すでに十数人の参拝者があった。櫛牡の
周囲を一順すると，昔とは大分変わったのである。砂丘
を崩してベンチを据え付けたり，花壇を造ったりしてあ

る。そこも昔は砂の飛んだ砂山だったが，今日飛砂の心

配のなくなったことを証するのだと思い嬉しく思った。

帰えりに浜に出るつもりで歩を進めると，今までに見な

い位にクロマツが密生した所に出た。砂防林だという考

えからぬけきれず，はなはだ密に育てられてある。飛砂

防止林というてもすでに役目は果してるから，今度は丈

夫な強い木に仕立なければならん。そこばかりではなく

林全体弱々 しい感を受けた。署長さんや課長さん，また

係長さん方レャ思い切りじ主うぷな林に誘導してくれるこ
とを切望する。

かつて酒田の西浜で今は林野庁治山課にし､る荒井さん

が指導して本数の50％伐ったことがあるが．し､ざ伐って

見ると50％伐ったとてまだ弱し､感がした。間伐は強く伐

ってもし孔のあくようなことがあったちイタチハギを植

栽すればよし､。イタチハギは挿木にしてもよい。容易に

活着する。榊村地内の方は疎だから，もしもあまり粗だ

ったらその所にイタチハギを植栽したらどうだろう。

前述したようにニセアカシヤは方々 に植栽したものだ

から，どこでも繁茂してるから植栽できる。肥料木とし

ては随分使ってるが適切でない。森川均一氏の発表があ

る。林学会誌（昭和6年2月号）で，松の若返り法とし、

ってハゲシバリを混植した結果が発表された。この写真

もあったのだが，早川正文署長に貸したけれど戻ってこ

なかった。そのクロマツ林にもしも肥料木を使ったら素

晴しい成績になったろうと思う。イタチノ､ギを植栽する

時には堆肥を施用した方がよい。筆者はイタナハギは簡

単で生長がよいし鰊もないので推賞する。

男鹿街道から後谷地に通ずる所に約600mの砂丘があ

る。高さはあまり高くないが，男鹿に通ずる道路がある

昔この道路が邪魔になり，榊村の了解を得て道路をつけ

かえた。現在図面と合わせても付合しない所があるかと

思うが「それはそこであろう」もとその砂丘上で直線に

(局部的には凹部があるが）普通2xn位の賢垣を立てる

のだが，そこは凹みであるので8､m位の笈を立ててもな

かなか水平にならないで，結果はあまり良くならなかっ

た。酒田でも同様の施工を要した所がある。県砂防を見

ると前砂丘の高さは8尺位であるが，しかも砂丘の上は

水平で砂丘の風下面は良く発達してし､る。県砂防として

はまったくよくできていると思った。飽海郡誌第10巻に

は「鐙の高さは6尺5寸より4尺までで水平でしかも扣

をとって倒れなし､ように」とある。そのように脚くし下
結果が良いものかと思われる。先年秋田営林局根本技師

が造林課所属の頃鶴岡海岸の前砂丘は低いから高めた方

がよいといって，全線にわたり1mの増高をやった。そ

の結果が悪かったかよかったかは知らないが，とかく素

人は高くすればよいと考えるのだから今少し考えねばな
らない。

6，吹雪と飛砂

文献を見ても雪と林木の関係はよく見る所であるが，

吹雪と風砂の関係については多く見ない，ところが日本

海岸においては造林地を埋め森林を破壊するのは飛砂よ

りも雪と飛砂が混った場合の方が被害が大きくなるので

ある。酒田地方の海岸に吹く風は1年中で12月から1

月，2月，5月が最も強く･，これを月別風向別にわけて

みると1明はN54W,1月はN54W,2月はN55Wとな

るのである。そしてこの季節は東北地方では最も降雪の

多い時期で．海岸の砂地は多くの場合凍結し降った雪は

たちまち吹雪となって内部に送られる。かりに風が少な

く，砂浜に一旦雪が積っても暴風となれば，林内に入っ

て風力が弱まった所に堆積して山を造り林木を埋める。

また風でクロマツが廉き傾むくから，雪冠となって付着

したり，樹冠に術って逆の風が起ったりして付蒲した

り，林木を倒したり，その上に砂が積って再び起き上れ

ないようにしたり，そういう山は雪砂雪と互層になる。

績雪には沈降力とし､う力が鋤し､て造林木ばかりでなく，

老齢林をも遠慮なく挫折させたり，枝をバリバリ欠いた

り，ついに枯死させたりする。弱った林木はマツクイム

シを誘発したりする。

そうして前方の森林が破壊されると，ふたたび移動砂

丘を形成する。能代港町の後谷地国有林の老齢クロマツ

林の西側は破壊を繰り返えしたものである。大正9年7

月に伊藤武夫先生に引率されて修学旅行にきたときに，

移動砂丘の風下面から肴屋が7月に冷蔵用の雪を掘って

いたが，雪層の上に1In以上も砂層を被っているのを見

た。こうした害は北部日本海岸では誠にはなはだしく，

実行のだれしも苦しがる､ところであるが，これを防ぐに

は吹雪はもちろん飛雪砂力功nわった吹雪も起らぬように

導くことが肝要であることを痛感した。そうするには造

糾地の保育の大切なことを痛感する。（1962.5.5瀞纐

や

Z

へ

伊

α

《
《
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’村木清 志一可

森林資源の現況

青森県の林野菌職は62Jrhaで，本県総面職96万haのお

およそ65％を占めており，その蓄積は65,226zfem3で全

国第11位の森林県である。

特に蓄積中，針葉樹は46％を占めており，日本三大美

林の一つであるヒバ林を有し，その蓄澗は,16,699千Xn3

であり，次いでスギ6,458千In39マツ4,835千In3となっ

ている。また，厘蕊樹は54％であってその半数はブナ材

で17,060千nl39ナラ材2,076千In3で今後の木材利用工

業に大きな期待を与えている。

けに林誰の基盤肱国有林にある。これを所有別に区分す

ると，国有林野面積は407gfhaで全林野面積の66影に当

たり，蓄積においては55,405千nl3で全蓄讃の84%とな

っている。

また，蓄穣を地帯別に見ると，最大量は，下北半島，

津軽半島，それに中弘南，西津怪地区が優位を占めてお

り次に上北地区および三八地区となっている。このよう

に蓄積においては，非常に不均衡な状態にあり，面積，

蓄積とも本県林業は，国有林を離しては，存在し得ない

密接不可.分の関係にある。こうした状態を東北六県と比

較して見ると第2表の通りである。

このように青森県の所有形態からしても，爾有林に対

し民有林の比率は，面積におし､て52影，蓄較は，18％を

占めているに過ぎない現況であって，東北六県の最下位

の条件におかれている。したがって青森県の林業は，全

く国有林の天然資源がその母胎をなし，国有林に依存す

る度合が非常に大きいことになる。

青森市の立地条件

青森地幣は，政治，経済，交通，文化の点において県

の中心的立場，支配的地位にあることは昔も今も変りは

ない。特に近代においては，北奥羽特定地域の西北部地

帯の拠点として，一層強く，中心的，支配的性格を浮彫

りしている。

すなわち，交通機関の発達と重要港湾の盤備の発展に

よって，北海道と内地とのいわゆる背後地連絡がきわめ

て良好となり，あらゆる物賛の集散地化し，企業立地に

も有利な条件を揃えるに至った。こうしたなかにあって

青森市の木材利用エ業をめぐる条件は，きわめて有利で

ある。交通の利便得失は木材価楕を決める最大の要因で

あり，そうした点から見れば，津軽半島，下北半島およ

び八甲田経営区の背後地の森林資源が大きな要因となっ

ている。加えるに青森港は，現在外材輸入指定港であ

り，かつ，政府の施策として外材輸入に対する軍要港湾

を地方に分散する計画に基づき青森港が鼓も有力視され

ている状況である。

とくに，外材の輸入については､明治時代においてす

でに、トドマツ、エゾマツなどの北洋材を，大正末期に

は，米マツ，米スギ，の大量直輸入があり．昭和の初期

4

角

本県森林資源はよくいわれるようにI好下から国有林だ

第1表地帯別蓄溌表(1,000m3)
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に南洋材を輸入し，昨今の実績は，下記の通りである

が，諸般の情勢から暫増の様相である。

昭和33年87,408t10O%

〃34年96,424t110.5〃

〃35年125,054t145.1"

〃56年157,085t156.8〃

これに対処するため業界では，青森漁港(青森港と別）

の輸入材集積のための使用を暫定的措厩とし，さらに関

係官庁に木材集液港(専用埠頭および水中貯木場の設備）

の早期着工完成の運動を展開してし､る。

製材エ場の現況

青森県の製材工場は第5表にあるように総工場数478エ

場であり，その1エ場当たり馬力数は57.2馬力である。

しかし稼動工場数は，586工場で1工場当たり馬力数は

412馬力となっている。これを地域的分布に見ると青森

地区が43工場あって，その1工場当たり馬力数は57馬力

であり，その他地区と比較すると工場の規模におし､て他

を圧している。これに対して下北地区が52馬力，その他

地区は35～40馬力前後となっている。

しかし，最近各工場とも経営の近代化が叫ばれ，とく

に工場管理の点から検討を加えれば，他産業に比較して

迎搬施設は，旧態依然たるものがあり，引いては，収益

性および生園生の向上を阻害していることになる。この

改響雛として逐次業界では，原木および製品運搬にリフ

ト1,ラックの導入と，エ場内の移動運搬には，縦送り装

醗としてローラーコンベア(電動または無動力)，機送り

装侭にはチエンコンベア（電動）もしくは，グラピティ

ーホイルコンベア（動力運搬装置）に改善し，各機械の

挽材能率の向上を図りつつあるので，一般に各工場とも

馬力数は増設の方向

にある。 第3表製材工場分

105千m3(64.4%)を占め、58=Fm3(35.6%)は民有林

材および外材である。

なお，これから生産される製品の63影は県外移出で，

その仕向先は，東京．北聡で大部分を占めている。これ

を樹種別に区分すれば．特産のヒバが多く，次にスギと

なっている。またこれを材種別に区分すれば，東京を中

心とした京浜地区には，小角が大半を占め挽割．野地板

となっているが，この等級は全部が並物である。これに

対し，北陸地方には，役物が主体であり，建具材および

権板が大部分を占め，次に土台用小角類となってし､る。

このことは，戦前とかわらない傾向をたどっている。

とくに，ヒバについて顕著な傾向としては，ここ10年

来全般的に並物の板類は，需要がほとんど皆無に近い状

況となってきたことである。このこと.は，主として，天

然木の共通的な材質の欠点からきているもので．その樹

齢からしても，節が大きく、抜節，くされおよびあて添

多い等が要因となっている。これに加えるに，従来板類

の占めている需要分野の建築関係が，耐久建築に変りつ

つあることおよびそれにつらなって新建材に獄換えられ

ていることが要因となっている。

鋸仕上技術と作業仕組の現況と問題急

鋸仕上加工共同化につし､ては，さきに，業界において

も理論的にはある程度の話合になり，また，共同作業所

としてすでに発足している聯岡県消水港製材協同組合の

実状視察等にも出向したのであるが，その結論として，

技術的には，『ロール機械による圧延方式』であるため

に，かならずしも期待した程の成績があがらず．共同化

の趣旨に到達してないことなどから一応見送りの状態と

なったのである。

ザ

瓦

一

P

布 状況 注1昭*I応6年1月

現在林務澱調査

による
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く
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人当たりの鋸供給台数は，1．76台と，県平均を上回って

いるが，こめ作業量は，全国的に検討した場合でも同様

な傾向にあると思考される。

次に，鋸仕上工程は，わが国に帯鋸磯械が輸入された

明治中期から80年の歴史ある方式であって，その工程は

次の通りである。

鋸仕上工程

鋸身切断一接合一水平仕上一腰入れおよび背朧一アサリ；

出し一研磨一鋸比上検査

このワエ程中，④腰入れおよび背盛の作業が全工程の

うち技術的に最も重要な因子であって，時間的には，各

々の仕上工のスピードの差異によるが，全工程の50へ

60影を要する｡その方式は，ロール機械による圧延方式

に，なおハンマーによる修整の併用によっている。した

がって新しい鋸を仕上げる所要時間は，鋸仕上エの個〃

の技術的な熟練度にもよるが，多分に固有技術化した方

向からしても’1人1日1本程度を標準量と考察するも

のである。

ただし，通常工場においては，帯鋸機械1台につき帯

鋸を4～6本程度準術して，順送りに使用することにな

る｡したがって新しい鋸は帯鋸機械に装置して挽材し，

挽材条件が悪くなった場合に交換するが，機械から取外

した鋸は，その歯先および鋸身等の状態によって次表の，

1，2，5，の作業でそれぞれ仕上げることになる。

1⑥研磨

2⑤アサリ出し一⑥研磨

S④腰入れおよび背盛の修整一⑤アサリ出し－

⑥研磨

なお帯鋸儀械1台につき1日当たりの所要本数は，原

木の径級と樹材種によってかわるが，ろ～6本程度であ

る。しかし’原木とくにそれにともなう樹皮等に入って

いる砂，石および釘，カンを挽いた場合は，その度数に

よっては10本以上に達することもありうる。

この問題については，今後鋸仕上作業仕組の改善上に

おいても，また，挽材効率をより上昇させることにな

る○ひいてば，生鬮生の向上に大きく関連をもつもので

あるから，工場に原木が入る以前の問題点として，原木

の処理において解決すべきであると思考される。

すなわち，パルプ工業において実施されている，パル

プ原木のドラムバーカーによる皮ハギ処理等を考えたな

らば，製材工業としてもこのような処理を今後なんらか

の手法によてっ解決すべきであろう。

以上を要約すれば，共同化にふみ切れなかった要因と

して一

1鋸仕上工の個有技術化された技術に問題点が多・

これを具体的に検討すれば'

1機械設備および鋸仕上技術者を共同化によって当

初期待する線まで削減することができなかった

2ロールテンションによる鐸仕上の所要時間および

技術的な画一性が期待できない等の問題点

ろ鋸仕上工のエ場単位の就業人員は帯鋸機械台数に

よってきめてし､るが，これに従来から経営者にして

盗鋸仕上工はもちろんであるが『暇のある鋸仕上工

（目立）ほど腕がよい』などという期成概念が災し

ていたことはいなめない事実と思う，したがって，

その作業仕組については何等の改善もなく，技術的

な研究にのみ終止してきたのである。

そこで，青森県における鋸仕上エの作業仕組を分析す

ると次の通りである。

鋸仕上エ作業分析

青森県の製材工場は,454エ場あり，その機械施設中，

帯鋸機械は938であり，機種の型式．大きさは次の通り

である。

45～60インチ一自動送材車付帯鋸盤281台

42～45インチ－11選便自動送材車付楴鋸盤179a

58～42インチ一テーブル式帯鋸盤403台

42～45インチ一ローラテーブル式帯鋸盤75台

ししか，このうち未稼動台数と見なされる台数は253

台であって，年間500日前後の稼動台数は705台と推定さ

れる。

ざ

↓

＝L

第4表鋸仕上工作業璽
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備考1帯鋸磯械台数は各エ場に現在据付け，稼動でき
る磯械。

2未稼動帯鋸機械は，月平均10日未満隊動のもの
る稼動帯鋸機械は，月平均10日以上稼動のもの

4鋸仕上工（自立工）は帯鋸機械台数によって人
員を決めるが，鋸仕上工の作業趣によって，他
の挽材作業等を兼ねてI､る場合もあり得るその
場合も鋸仕上工とした。

一方，帯鋸仕上工は454名であり，これで鋸仕上工1

人当たりの鋸供給台数を算出すると，第4表のごとく

1.55台となる。

青森市の場合は，1工場当たり機械設伽も平均してワ

ンセット型((自動送材車付帯鋸盤：1．テーブル式（ロ

ーラーを含む）帯鋸盤：2外補助機))になってし､る。所

要馬力数も平均57馬力である。したがって，鋸仕上工1
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く，共同化によって改善の方向は見い出せるか

2しかし，鋸仕上工と機械設備のバランスをとり共

同化しても，その共同化単位がごく小さし､規模であ

って，組織そのものに問題がある。

3したがって，技術的にも，また組織的にもなんら

かの飛躍をみなくては解明できない結論となったの

である。

ヒートテンションの問題点

最近にいたり，従来からのロールテンション方式（圧

延腰入）に変って，ヒートテンション伽熱腰入）によ

る，すなわち「熱膨脹に伴う塑性変型」を利用する技術

が開発され，なおこのことについては，学会および会議

等に発表になり，また業界および製鋸メーカーによって

実用化されている状況である。

そこで，ヒートテンションの作業工程を直言すれば，

幽底線上またはやや内側を定速度で加熱冷却するだけの

作業であるが，その性質上次の得失がある。

1あらかじめ水平仕上は必要で，これは，ロール機

によって行なう，接手仕上等の局部的な仕上にはヒ

ー1,テンションはむかない。

2腰入れが長さ方向に均一に，表裏なしに入る。一

様な鋸ができるから，作業能率，工具寿命，製品糖

度が向上する。

ろ鋸素材の材質，寸法，形状の不均一（硬度，厚さ

のムラ,S曲り等）があれば，均一な腰入れは期待

できない。したがって良質なものを選ぶことがより

よいことになる。

・4歪は加熱部分のみに与えられるから，勝入れ麓の

過不足の修正は容易である。すなわち，過大ならば

加熱膜鏡部分をロールがけで圧延し，不足ならばヒ

ートテンションを追加するだけでよい。

5テンションの形状は，加熱部位により量もテンシ

ョンと相関的に定まる。したがってヒー1,テンショ

ンのみによって任意の襖雑なテンションをつけるこ

とは不可能である。

・6しかし，必要があれば，ロールを追加重復させる

ことによって，テンシ雪ン形状と量およびバックの

逓を変えることができる。

”7ロールテンションの場合，中央部最大歪盤は，

0.05影程度であるのに対し，上－1･テンションの加

熱部の歪量は0.1～0.2％に達する。このように大き

な歪鐘が局部的に集中しているのが特徴で，ロール

テンションの場合には歪の変化がきわめて緩慢であ

る。また，ヒートテンションの帯鋸の腰の持ちがよ

し､ことは，歪値が大きいために，繰返し荷寵による

変形のもどりが少ないのがその理由である。

8ヒートテンションを与える加熱部分は，歯底線一

杯にとる場合と，歯底線より5～10mm内部を加熱

する場合がある，歯底に近い方がテンション形状は

理想的に入り，かつ，少ない歪駄でよく腰が入る。

内側を加熱する場合，歯底線加熱の場合に比べ，数

倍の強さの加熱を要する。

9焼戻し温度以下の加熱温度にとどめれば，材質，

硬度の変化はまずない。

10腰入れ作業が著しく短縮され，すなわち，きわめ

て能率的である。

共同化の考察

以上のことを総合して共同化の可能性は

’技術的にも画一性があり，なお作業能率もロール

テンションに比して格段の向上が期される。

2ロール磯械との併用によってより合理性のある方

向が見いだせる。

5しかし，各工場の鋸仕上エのヒートテンション技

術修得が先決であるが，共同化の問題と関連がある

ので，各工場から優秀な鋸仕上工を共同化の組織規

模に応じて選抜して研修する必要がある。

4その場合，鋸仕上工を研修に引抜ﾚ､た工場に対し

ては，工瑚運営に支障をきたさないことを前提とす

ることが肝要である。

5そのためにも，共同化の単位および対照として

は，1地区，1製材協同組合とすることが運営上こ

のましい。

6したがって，新しし､技術の修得を促進するととも

に，経済効率を高め組合運営のあり方に一大飛躍を

うながす。

ヒートテンション鋸仕卜加工技術講習会および共同

作業企業実験と分析

ヒートテンシ画ンにつし､ての技術的な得失と，それに

よる共同化の促進についての考察によって，県はもちろ

んであるが，青森県木材技術協会（会長橋本正武）およ

び製材協同組合関係諸団体の協力によって，下記講習会

計画のもとに共同作業組織化のモデルケースとして第1

次的に青森製材協同組合を対象として選定し，なお技術

指導については丸源製鋸の絶大なる協力によるものであ

る。

本講習会は，県木工指導所に併設してある青森県鋸仕

上工養成施設，建物30坪，ヒートテンション機一式およ

び目立機械6台に,実験地区の青森製材協同組合(理事長

小館貞一）の物心両面にわたる協力によって建物40坪，

自動研感機9台を増設して行なったものであり，ここ
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村木：製材産地めく・り〔その5〕

次送りに全工程を行なう

4識師丸源製鋸所

会長塩沢善一

技師下斗米進

〃向田秋典

青森県林務課専技村木清志

5講習内容ヒートテンション加工技術につし､て

ヒートテンションの効率について

実験資料分析について

6実験工場青森製材協同組合員製材工場

7実験樹種針葉樹ヒバ．スギ、マツ．カラマツ，

米材．ソ材，

広業樹ブナ、外雑，南洋材，米材

備考1凍結材につし､ては，鋸歯先に超硬合金を溶着

し実験を行なう予定

2木材の凍結期は1月～3月初旬

5協力団体青森県木材技術協会，青森県製材．

協同組合連合会，青森製材協同組合

注共同作業組織化のモデルケースとして第1次的に

は青森地区を予定しているので，今回の受講者も青

森地区を対象として選定する。

前述の通り，青森製材協同組合を対象としてある。し

たがって，騏業運営上の人事および経理関係は組合が管

理し，県は技術部門と作業管理分析を担当しているもの・

である。

に，共同化する最大の眼目があるゆえんである。

技術修得期間の関連から昭和37年7月～9月の3カ月

を準備期間として運営し，正式には10月から開識した。

なお，共同作調この経営分櫛もあわせ行なう関係もあ

り，昭和38年9月まで長期にわたることになるが，この

間，技術的に，また組織化についても十分再検討して，

逐次弘前，八戸，むつ等の地区を推進するものである。

ヒートテンション鋸仕上加工技術講習会

I目的

製材鋸仕上げ技術の重要因子であるテンションは，従

来からロール機械による圧延方式によってし､たが，最近

ドイツ，フランスから導入したヒートテンション方式

（加熱腰入）による『熱膨脹に伴う塑性変型』を利用す

る技術を普及推進するために業界から地区別に催秀な鋸

仕上工を選抜して長期識習会を行なうものである。

なお，この改善によってその効率は圧延方式に比較し

て1：4に相当する。

鋸仕上能率比

？

４
－

一

１
１

比率

100

400

摘要方式区分

圧延方式

ヒートテン

ション方式

単位

1人1日

1人1日

標準作業量

帯鋸機械1.5台

〃6．0

鋸本数

e4

ろ6

伽考技術向上によって作業員，機械設側iとも'/‘に節

減できる。

共同作業化の場合，運搬関係作業員も含まれ

る。 第7表帯鋸加工料（1月分う

’帯調幾台数|加工料|配達料｜計
’7,500円|↑,500'副9，00．1

|'2.00012,4..|'4,40｡2

1'6,00015,0001'9,0｡･ろ

120,00｡la50｡12a5004

F400014.0OOl2aOOO5

第6表機械識術と受講者 考傭

9,000R|平均'台当たり6.500円懲懲息慰|慨ゞ作業

224計12名

2512

①
ヒー｜･テン

ション作業

2

且

③
繍
“

作業
区分

受識者

機械
台数

__一一‐ Ｉ
■
■
■
■
１
６
■
■
■
０
■
Ⅱ
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
６
■
Ⅱ
Ⅱ
■
■
■
０

型 1 1

また，共同作業組織化については，第一次モデルケー

スとして青森地区を対象とし，逐次弘前，むつ，八戸等

を推進するものである。

Ⅱ計画

1講習会名ヒートテンション鋸仕上加工技術識習会

2会場青森県木工指導所製材鋸仕上加工室

5会期期間10月18日～38年5月末日

注15作業に区分されるので1作業15日間とし順

昭和37年12月現在の作業能率は当初計画の線に到達し

ているが，一方研磨技術については，機械磯具の精度と

その作業仕組は，ヒーl･テンション技術の画一性とスピ’

一ド性において絡差を生じつつあるので，よりよき改善

が必要であると考察するものである。

× ××

×× ×
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渋 谷欣治

牽者は1962年膜の洲米中に，バンクーバー市にあるカ

ナダ国立林座研究所を訪れる機会を得，同所における伐

木連材に関する研究成果の一部を入手できたので，概要

を述べてみたいと思う。

1．伐木運材ならびに製材研究室（木材収穫ならびに

製材の合理的方法等について研究）

2．木材乾燥研究室（大気および炉による木材乾燥の

理論と方法等）

ろ．木材工学研究室（カナダ材の機械的，物理的性質

等）

4．木材解剖研究室（木材の解剖学的性質等）

5．木材病理研究室（菌類による木材腐朽とその対策

等）

9．木材化学研究室（木材の化学的性質と利用法等）

7．木材保存研究室（碕圧利用および他の木材保存の

方法等）

8．合板研究室（針樂樹，広葉樹の合板製造について

切削，乾燥，接漕等）

や

研究所の概要

ｆ

《
画
・
）カナダ太平洋岸産の木材に関する高度の研究開発の要

請から．1917年に設立，1958年に現位地に改築され，オ

タワ市にある研究所と共にカナダ国立林産研究所を栂成

している。

筆者はバンクーバー市北部にあるブリティッシュ．．

iロンビア大学林学教室を訪れてから，徒歩数分にして美

しい芝生に囲まれたモダンな二階建の研究所に達するこ

とができた。床面積は44,000平方フ.イート，職員数は技

術者46名，事務員8名，他に非常勤の職員が10名位との

ことであった。所内を一通り案内されたが，研究室は次

のような櫛成であった。筆者の専門外の分野の設備等に

ついては了解し難かったが，充実した一流の研究所であ

るとの印象を受けた。

伐木運材に関する研究内容

研究所の伐木運材に関する媛近のW暁成果を寄贈され

たので，論文名と簡単な内容について述べてみたい。こ

れらによってロッギング部門の最近の研究動向の一部を

ご推測いただけると思う。筆者：三重大学艇学部

－28－
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渋谷：バンクーバーのカナダ林産研究所

(1)BreakageandOtherLossesinLoggingonthe

Bri蔵shColumbiaCoast,1955.

「ブリティッシュ・コロンビア海岸地区の伐木逆材に

おける破損および他の損失」

レッドシーダー，ダグラス・ファー，ウエスタン・ヘ

ムロック等の老齢木を主とした1,667本の作業について

調査の給果，損害の最大は伐木のさいに生じており，利

用見込材積のうち平均14影に達した。全損失の割合は，

風害や腐朽等の欠陥によるものを含めて，シーダーでは

平均33影，ヘムロックでは217％，ダグラス・ファーでは

､24％程度であった。

(2)ALoggingStudyinaTypicalOvermature

Spruce-BalsamForestoftheSouthemInterior

ofBritishColumbia,1955.

「ブリティッシュ・コロンビア南部奥地における典型

･的過熱スプルース・バルサム林の伐木運材に関する研

究」

湘友3,500～5,500フィートに位置していたスプルース

・バルサム林315本の伐木遮材による破損，他の損失，

作業時間等について調査された。伐倒，玉切はチエンソ

ーにより，集材は馬搬により夏季に実施された、伐木の

さいの破損は利用見込材積中1％位であったが，腐朽等

の欠陥による損失はスプルースでは平均10％，バルサム

では35％に達した。集材作業では損失は全くなかった。

(3)LoggingWasteSurveyinAlberta,1956.

「アルパータ州における伐出作業廃材調査」

廃材の程度と合理的な利用法を見出すために，2,349

本に及ぶスプルース，ロジポール・パイン，バルサム。

ファ一等の老令木について調査された。伐出作業後林内

に残された廃材は，利用見込材穣中スプルースでは平均

10影位であったが、パインやバルサム・ファーでは26％

針葉樹を加害する小蛾類

｜林業先人伝

｜密植造林

程度になった。廃材の大部分ら梢端部と欠陥のある部分

であった。

(4JFellingandBuckingTimeStudies,1957.

「伐倒，玉切作業の時間研究」

ブリティッシュ・コロムビア州南部奥地林の9個の作

業地において，1,096本ダグラス・ファー，スプルース

ラーチ等の伐倒，玉切作業の所要時間がストップウォッ

チにより測定された。作業はチェンソーによる1人編成

の様式であった。短材生産は長材の場合よりも，材質は

ち密なものほど時間を喪した。単位材積当りの生産所要

時間は，直径の増加と共に減少した。

(5)SalvageYardingontheBC.Coast,1959.

「ブリティッシュ・コロンビア海岸地区における廃材

利用集材」

バンクーバー島における主伐跡地から，ハイリードシ

ステムによる廃材利用築材が行なわれ，集材距離，材職

所要時間，経費等について調査された。エーカー当り約

8,500キューピック・フィートの蓄積の森林から，主伐

のさいに材積の55影が築材され，廃材利用集材で33％に

当る小径木が集められ，12影が廃材として林内に残され

た。トラック上に装腫された小型集材機を使用したもの

で，経済的にも効果を得たものと思われた。

(6)Pre-loggingwithaPortableSteelSpar,1960.

「可撤鋼製支柱を用いた予備集材」

伐出作業による廃材を減少させる目的から，可搬支柱

を用いた予備集材が西部海岸林で実施された。高さ90フ

ィートの鋼製支柱が使用され，ハイリードシステムによ

り10.6エーカーの林分から，全材積の約30％にあたる少

径木582本の集材が行なわれた。枝の一部が残存木にか

かるという面もあったが，主伐のさいに当然損害を受け

るとみなされた材が，無事効果的に集材された。

大阪府立大学教授・理博一色
〃講師・農博六浦

B5判特製本本文49頁

定価1,600円

周覺共著
原色写真20頁

送料実謡

日本林業技術協会編

A5版605頁図・写真多数

定価650円送料実費

国策パルプ｡K.K取締役木材部長小滝武夫箸

A5版約75頁図・写真多数

定価150円送料実饗
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多数の主張がつねに正しし､とはかぎらない。この問題に

は大蔵省その他に反対が多く，とくに家族経営的林業に

ついては自民党・社会党ともに大きくはとりあげていな

し､と聞いてし､る。

過去および現在の腿業政策には問題があまりに多い

が，林業政策は浮草式であって．国有林。民有林とも現

在の経営状態に不備な点が少なくない。わが国には天然

物の採取を主として，企業林業と呼べなし､森林が多く，

経営能力のなし､人が所有する森林は，第3者に経営させ

ることを理想とするしだ！,八で，これからの林業のありか

たにつし､て所見を述べることを許されたい。

林業の使命は，将来の国民全体の幸福をはかることで

あって，あやまれる艇業政策を噂重して農業の振興や農

民の救済などのために貴重な森林をギセイにすべきでな

いと確信する。

2，林業の将来

将来の木材需要が増加するというのは，生産が同じよ

うにふえて,11i格が急激にかわらないことを前提とする

もので，斜陽化を防ぐには多量の木材をやすく供給する

ことが重要である。

農産物は大部分が国際価格よりもし､ちじるしく高く，

農業の将来ほど不安なものはあるまい。林業は林地の生

産力や交通の便否などによって違うため，一概にはいえ

ないが，企業林業の対象になる森林は比較的少なく，奥

地における拡大造林は強力な援助がなければ実行できな

い。天然物採取の原始的鯨奪林業は，伐採後の生産を期

待できないばかりでなく，森林を荒廃させるため，治山

治水や風致保健などの見地から非難をうけている。

要するに，森林の効用を考慮すると同時に，生産面で

は交通の便がよい造林適地で集約な企業林業を行なえる

ように林業政策を確立することが絶対に必要である。

3‘土地生産性

わが国は労力がありあまってし､たためか，腱業では狭

い土地へ多くの労力をつぎこんで，生産をふやすことに

つとめ，スポーツ式新記録を誇りとする例さえある。そ

の結果生産費が高くなって，近年のように労務者にこま

ると，一大改革を必要とするが，それでも貿易自由化の

不安からのがれる方法はあるまいb

林業でも類似の不安がないわけではなく物仙iは生産に

要する実費できまるとし､うようなカビのはえた経済学説

をたよりにして，生産性の向上だけに努力しているわけ

にはいかない。

4，労働生産性

労務事情がわるくなったため，農業では機械化や協業

化につとめているが，林業でも類似の対策をとりいれる

必要がある。

雇用労力にたよる林業経営は将来ますます困雌になる

自由言命壇
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林 業の使命 ﾛ

■

中村賢太郎

1，まえがき（鈴木圭磨氏へ）

本誌3月号で，青森県庁企画課の鈴木圭磨氏が，家族

経営的林巣について反論を発表された。

両者の見解が対立してし､る最大の論争点は，わが国の

農業政策が国政として正しいかどうかであって，その第

2点は林業の使命をどこまで騨重すべきかであろう。

戦後の開拓は，1）食徴にこまっていたばかりでな

く，2）多くの引揚者に職を与える必要上，適正な政策

であったとしても，未墾地買収に許しがたいゆきすぎが

あったことは明らかである。森林を伐採したまま荒廃し

ている例が目につくが，生活が安定している開拓民は比

較的少数であって，大部分は今後さらに資金の貸与を必

要とするばかりでなく，その一部は普通の救済策ではと

うてい立ちあがれないといわれている。

これらの気の毒な開拓民やこれと同じように恵まれな

い従来の農民を救済する目的で企画されているのが，森

林の雌地化および家族経営的林莱の育成を目標とする国

有林野の分割解放であるが．その戸数がおそらく数十万

に達することが慎重な検討を要する問題点であって，か

れらの生活を森林の解放だけで安定させようとすれば，

林業を破滅させることが憂腫される。

最近には炭鉱労務者の救済が重大な時事問題になって

いるが，山村の農民や沿岸の漁民の一部は，これに劣ら

ないほど悲惨な生活をしているようである。手近にある

鬮宥林鮮を救済に活用することはもっとも安易であると

しても，その効果と林業に与える打撃とを比較すると，

正しい政策であるとはいえない。すなわちかれらの救済

は盤林省の枠内で処理すべきでなく，政府のすべての機

関が協力して解決ずべき重大問題である。

戦後の開拓は応急策として正しい政策であったとして

も，恒久的農民として定着させたことは失敗であった。

蒲森県下では森林の解放が世論であるといわれるが，

へ

時

ｒ

《
畔
）

箪者：東京大学名誉教授
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から，自家労力を主とする家族経営的林業すなわち挫家

林業を奨励し,大面職所有の森林を分割解放すべきであ

ると主張する指導者がいるが，林業はもともと大規模経

営を有利とするものであって，経営面積が広いほど単位

面祇あたりの生産が多いのが普通であるばかりでなく，

最近には大型綾械を使ﾚ､はじめたため，集団的共同経営

を必要とするようになった。森林を細分して小面稜ずつ

所有させるならば．山村農民の所得はふえるであろう

が，たとえ協業化に努力するとしても生産がへることは

明らかであって，もし増産が重要な任務であるとすれ

ば，家族経営的林業の育成には識成しかねる。

工場もまた労務者の不足に悩んでいるが，大工場を閉

鎖して家族工業にふりかえるという議論を聞いたことが

なく，林業でも労務者の待遇を大工場なみにすれば，り

っぱに経営できるはずである。ただし労働生産性の向上

がますます重要になることはもちろんである。

最近には短期育成がはやり言葉になっているが，林業

が多くの労力を必要とするのは新植当時だけであって，

成林すればほとんど労力を使うことなく，林木がさかん

に成長するの力撮大の特徴である。50年の伐期を40年に

すれば，毎年の造；噸職は25影だけふえるわけで，それ

だけ多くの労力を必要として，労働生産性がさがる。最

近には労務対策力鍾要視されてし､るのに，短期育成を提

唱する指導者が多いことは実にふしぎである。

家族経営的材築は土地生産性が低くなりやすいが，最

大の欠陥は労働生産性であろう。みずから林業を経営す

るぱあいと，労働によって現金収入をうるぱあいとの得

失を慎重に検討する必要がある。

5‘収益性

林業は有利であると考えている人があるが，企業林業

はおどろくほど多額の立木擬本を蓄積する必要があるこ

とを忘れているように見える。優良造林地でもせいぜい

7％の利回りであるというから，毎年70万円の粗収入を

うるには，1千万円以上の立木がいるわけで，生活にこ

まっている山村の農民に企業林業を期待することは無理

であって，森林を持たせても荒廃させるだけで，ついに

は売却することが予想される。

最近流行の短期育成林業とくに農業的栽培林業なら

ば，有利になると思われやすいが，小丸太は材積がわず

かであるのに，経磯がかさむため，想像するほど有利で

はない。なお地力維持や森林の効用を考慮することも重

要であって，木材が不足物盗であるとすれば，材績収穣

最多の伐期令を堅持すべきである。

6，むすび

文化国ではいずれも国有林をふやすように努力してい

るのは十分の意義があるはずである。国有林の人工造林

地の大部分を含む重要部分を解放したら，わが国の森林

および林業はどうなるであろうか，未墾地と称して買収

しながら開拓が失敗した土地の荒廃状態を見ると，林業

に対してまったく理解がないことがわかる。

国有林が奥地林だけになったら，理想的の経営は困難

になると思うが，一昨年のように材価が暴臘しても即時

に増伐することは不可能になる。

林業基本問題としてもっとも重要であるのは，土j鰯リ

用区分を確定して林業家力按心して造林を実行できるよ

うに政府が保証することと，外材輸入公団をつくって林

野庁が木材の需給を調整して材価の変動を少なくするこ

とである。森林の解放は国有林だけを対象としている

が，国有林のない地方では公有林ばかりでなく私有林に

も波及する危険がないと断言できるであろうか。

農林業の土地利用区分にさいしては，土地生鯛能を'偏

重することなく，むしろ労働生産性を重要視すべきであ

って，近年山村の田畑へ造林する傾向があることを注意

する必要がある。

家族経営的林業は，薪炭林力野盲利であった時代には有

意義であったとしても，多額の立木資本を必要とする企

業林業本位の現在では，労力にゆとりがあってもこれを

現金化しなければ生活できない農民には不適当である。

要するに，森林の社会福祉的効用と林業の国民経済的

意義とを認識するな‘らぱ，森林をいたずらに分割解放す

べきでなく，企業林業に専念して，できるだけ多くの木

材を国際価格で供給することが林業人の責任である。わ

が国の農業政策は根本に重大な欠陥があると考えられる

だけに，農業の振興や腱民の救済のために，森林を解放

することは適当でなく，カンフル注射的効果しか期待で

きないのに，林業に重大な打撃を与え，将来の国民を不

幸にすることが憂慮される。すなわち林業的偏見によっ

て森林の分割解放に反対するものではなく，将来の国民

全体の福祉を念願するあまり，あやまれる農業政簸を非

難しているのである。

家族経営的林業によって生活を安定させるには1戸あ

たり数百万円の援助を必要とするばかりでなく，部落付

近にある数百万ヘクタールの造林適地を提供したら，将

来の木材生産が不安になる。多額の国費を援助して苦し

い農民生活を続けさせることと，適正な転業資金を与え

てほかの産業の労務者不足を救うこととの得失を検討す

べきで,旧式の重挫主鍍をふりかざして,青少年の瀞肺

娠出を愛慮しているときではなく，一家をあげてり暖向す

ることを強力に援助すべきものと確信する。

企業林業は，立木擬本を完成するまでが難事業であっ
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船引：林木育種と・は何でずか

て，専門知織のほか，多年にわたる努力と愛情および巨

額の資金を必要とするのに反して，その後は管理経営が

容易になって，しかも多くの収入を期待できるのが特性

であるのに，鈴木氏は最後の一節が示すようにこの両者

を混同しているから議論にならない。要するに，林業技

術者は艇業政策の一大変換を要望し，林業の使命を認織

して，その振興発展をはからなければならない。

（1965．ろ．14寄稿）

林木育種とは何ですか？

－倉田益二郎氏の

｢林木育種本道論｣に答えて－

船引洪三

「林木育種の本道と精英樹主義」と題する倉田益二郎

博士の「雑感」（本誌248号，57年11月）は，面白い例を

'引いての厳しい批判で，林木育種関係の者も反省を要す

る問題だと思います。

ところ・唇わが国で「林木育種」と呼んでいるものの内

容は案外分類も整理もされておらず，この辺が先生の批

判の出たところかと思われます。「林木育種の定義」を

考えなおす時期が来ている鵡処ではないでし尖うか。

たしかに，林木育種の名のもとに，なんでもかんでも

実験研究あるいは実務家の努力が進められております。

先生が指摘されたのは，しかしながら,その中のForest-

treeimproVementの部分であって，それはそれなりに

本道であって，邪道でもわき道でもありません。

日本語では,Foresttreeimprovementも,Forest-

treebrecdimgも，あるいはまたForestgeneticsもす

べて林木育種と呼んでしまっています。

綱英樹の選抜あるいは少なくともプラス木の選抜によ

って悪い因子を除き，プラス林分を造ることは，昔の

（今でももちろん同じですが)採種林(あるいは母樹林）

,の設定や指定につながります。問題は，この段階をとび

こして糖英樹だけが唯一の林業の解決法のように打出さ

れたところにあるのでしょう。外国のいわゆるForest-

treedresdingつまり広義の林木育種の一分野としては

立派な本道で，それはそれで別に発達させるべきです。

林木の種間あるいは種内交雑によって新しい遺伝子組

合わせ遊行ない，現存の林木の持たない性質の材料で林

繁者；新潟大学助教授

分を造ることは，これまた一分野で，交卿晴種といわれ

るものですが，これは狭義のForesFtreedreedingでし

ょう。これは，ポプラ･-属やマツ属カラマツ属その他で

着々進められております。これはこれなりに本道を歩ん

でし､ると信じます。

Forestgenetics<*,琳木遺伝学」とだけ訳しきれな

い応用面まで含むようですが，どちらかといえば，現実

に造林材料を提供する段階の少し前のあたりです。林木

育種の基礎研究でしょうか。Silvicultureが造林学とさ

れ，それに対してSilvicsというのが，基礎造林学とい

われるのに相当するでしょう。

たしか:こ精英樹探しの一騒ぎば下火になりました。

ある意味では結櫛なことです。これで大体の戸糯凋べが

すんだわけですから，これからは，調べられた材料をい

かようにでも使ってimprovement(質の向上の意）で

もbreeding(優良形質を作り出すこと）でも，またさ

らに大いにgeneticsを進めるとよし､でしょう。

林業家=FOresterは，実務家，役人，先生，研究者あ

るいは学生までを含めた呼び名です滅林木育種関係者

の総称は,breederでなくてForeStgeneticistです含

どんな分野の仕事であろうと，少なくともいわゆる林木

育種の仕事をしている人は,geneticist(遺伝学着）にふ

さわしく，手先だけを磨くのでなく，いつも巡伝因子を

とりあつかってし､るのだと思って仕事をして行くべきだ

と思います。わたくしは1959年の冬，アイダホにいる林

木育種家のBINGHAMの講演を聞いたことがあります

が，北ロッキー地区林学会会長の紹介の辞が,｢……この

人こそまさにdlromosomeoperaterであります…...｣。

この染色体を自由に組合せ，出入りさせるような言蕊は

面白いと思いました。ゴヨウマツの耐病性の選抜育種の

話をしましたが，もちろん染色体の話はひとこともいい

ませんでした。実は染色体や遺伝子の話，つまりgeno-

typeの話であり仕事蚕す。そして,耐病性という一種の

糖英樹を選び出すことは，またすばらしし､｢本道｣です。

この辺で日本の林木育種も，ただ一つの題目によらず

に，鱈抜による質の向上育種」と「新しし､形側の組合

せや造成育種」また「それらの基礎の試験研究」などに

分け。さらに得られた材料の増殖法に関して生理的な武

器を持った分野を加えてはいかがでしょうか。

今の状態では「識ま林木育種の仕事をしているそうだ

ね」に対して「はい」と答えれば、まずたいていは精英

樹探しか採穂園採種閲作りと思われるでしょう。そうで

ない人がたくさんおられると思v,ます･賛成を求めます

（1965．2．29寄稿）
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Xn33計1,583,000m3

4．官行造林立木販売計画用材（針)41.9%,(広）

本年度なし

5．製品賑憲計画素材589,000m3,木炭243t,薪

2,672束

6．輸送販売計画東京11,000m3､名古屋1,400m3,

7．素材生産処分未了越，供給堂は前年礎より未了

越9,000m3,本年度生産622,000m:1,計651,000m3

8．処分蝋一般販売錘589,000mw,自局署用21,000

Xn39管理換12,000m8,計22.000mM

綱

’！
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貿易管理令改正で林産物も自由化

16日付で，輸出貿易管理令の改正が公布された。この

改正で林産物関係では，①針葉樹材は，丸太，製品②セ

ン，ナラ，カバなどを除く広葉樹材，③カラマツを除く

林裟種苗などが，全面的に輸出も自由化された。

6

高知局の38年度販売事業の基本方針

1．地元業界の経営態勢に合致する販売方策

①1次加工と2次加工の系列化をはかる

②モミ，ツガの市場維持

③チップ生産者とパルプ会社との系列化をはかる

④輸出用資材の供給の系列化をはかる

⑤銘木の合理的利用度を高める

2．会計法，予決令改正の円滑な実施

5．適正価格の掌握と販売技術の改善

①市況調査活動の敏速化と関連市場との連けいの強化

②立木処分地の異例林分の評価方法の改善

③委託販売は，銘木，優良材を対象とする

④販売時期方法につし､てはキメを細かくする

4．他事業と関連した販売

①立木販売の時期と地ごしらえ時期との関連に留意す

る

②混合契約の推進をはかる

③森組の育成強化をはかる

‐L

合板，吋材の輸出目標きまる

通産省では，11月農林水産物輸出会議で，木材の38年

厩輸出目標をきめた。それによると合板は前年度実績比

20影贈(金額で4％減)，吋材は9％増(金額で9.4％増）

である。

林地肥培体験記入選者きまる

日本硫安エ業協会が募集した林地肥培体験記は55箭の

応諜があり，一等に岡山県の岸越秀懲氏が当選した。な

お二等は秋田鼎の高寺欣一氏，同広島県の中元巧典氏。

国有林の延納などきまる
’

P

58年度の国有林材売払いについての大蔵省との協議は

①売払代金の延納，②指名，随契，③銘木の市場委託は

前年度|司様で成立した。

青森局の38年度販売量
一

今
■

1．立木用材販売量109万m3(青森52万nl31巻手44万

In39宮城13万m3)

2．立木薪材販売量83万m3(青森37万Xn31岩手35万

nl39宮城11万m3)

ろ．素材販売壁48.9万m3(青蒜;26.1万nl31岩手17.4

万In39宮城5.4万m3)

全林野労組，国有林解放で見解発表

全林野労組は「国有林解放について私たちの考え方」

のパンフレットを発行した。その要点は，農用林以外の

山林は，国有，国営であるべきだとしている。

秋田局の38年度事業計画 熊本局の38年度事業計画

1．立木販売用材(針)29,000m3,(広)510,000m3,

計789,000m3

2．製品生産麹才用材(針)492,000m3，(広)501,000

Xn3,計794,000m3

3．収渡予定合計用材(針)772,000m3,(広)811,000

1．立木処分

①大口処分の実施

②共同買受け，組合わせ販売の実施

③立木の早期売り

④混合契約の推進

一-一一33．－．－



最近の話題

広葉柵のパルプ化も容易にできるとのことである。

田中重五氏林野庁長官就任

⑤虫害木販売（管内の松食虫は10万m脳，うち4万m鮒

は直営駆除の上処分，6万mmは駆除を条件に立木

処分）

2．製品販売

①普通販売，素材58万nl3

②委託販売，銘木5千m3

③輸送販売，大阪局へモミ，ツガが2.5万In3

5．製品生産

①生産量575千m乳（針596千In:jl広179千m8)

②月別生産鐙の均等化

③全幹集材，52署39事業所で1万m鼠

磯林省は，5月1日付で，田中重五氏の林野庁長官，

地方腱政局発足にともなう，一連の人事を発令したが，林

野関係では，林政部長に丸山文雄氏（農地局参事官）職

員部長に森博氏(秘泌課長)，林政課長に黒河内修氏(森

林組合課長)，森林組合課長に松本作衛氏（官房調査官）

がきまり，林試木材部長，小倉武夫氏は退官（永大産業

入社）した。

〔

ロ

台湾省林務局長来日
S,P新製法の開発

一

中華民国台湾省林務局長沈家銘氏は，日本の林業事情

視察のため4月30日羽田に清し､た。

特に大分の竹林を始め，広島，大阪，京都，名古屋の

木材製澗エ場壁みて15月15日羽田を発った。

十条製紙八代工場では，36年度夏以来，同工場でサル

ファイ|､パルプの新しい製造法の工業試験を進めてきた

が，新S・P法の工業化に成功した。この方法によると

ご篭妻
、
３

最
近
木
材
工
業
の
集
団
化
に
つ
い
て
の
論
識
が

多
い
。
こ
れ
は
一
般
産
業
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
計
画

に
刺
戟
せ
ら
れ
て
、
木
材
の
集
約
利
用
と
高
度
利

用
を
図
る
意
図
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
木
材
工

業
に
あ
っ
て
は
、
化
学
工
業
な
ど
に
お
け
る
も
の

と
は
相
当
事
情
が
異
な
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
木
材
エ
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
考
え
方
の
基
調
に

は
、
国
内
に
お
け
る
木
材
賓
源
の
不
足
に
対
処
す

る
た
め
、
木
材
の
有
効
利
用
を
促
進
し
て
、
原
材

料
費
を
切
下
げ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
主
目

標
が
撒
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
木
材
の
有
効
利

用
と
い
っ
て
も
、
木
材
の
郷
愁
を
求
め
る
観
念
的

な
も
の
に
な
り
や
す
く
、
往
々
採
算
面
を
度
外
視

す
る
考
え
方
が
入
る
た
め
、
木
材
エ
業
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
は
兎
角
空
転
す
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
た
め

か
、
最
近
は
木
材
工
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
と
い
っ
て

も
、
木
材
の
総
合
利
用
と
い
う
こ
と
か
ら
遊
離
し

て
し
ま
い
、
製
材
工
場
の
単
な
る
集
団
化
と
い
う

こ
と
に
考
え
方
溌
推
移
し
て
き
て
い
る
．

と
こ
ろ
が
巷
間
の
製
材
工
場
の
集
団
化
と
い
う

こ
と
も
、
従
来
の
工
場
立
地
で
は
原
木
確
保
が
困

難
に
な
っ
た
た
め
、
個
々
の
工
場
が
地
価
の
安
い

港
湾
な
ど
に
移
り
、
原
木
の
大
通
確
保
と
製
材
品

の
大
量
生
産
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
エ
業
化
し

て
そ
の
近
代
化
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ

る
。
し
か
し
施
策
対
象
は
共
同
事
業
が
中
心
で
あ

る
た
め
、
工
場
集
団
化
計
画
の
作
成
段
階
で
は
、

共
同
施
設
の
設
置
、
原
木
の
共
同
購
入
、
製
品
の

共
同
販
売
等
に
よ
っ
て
そ
の
合
理
化
を
図
る
よ
う

木
材
工
業
の
集
団
化

雨

《
》
紅

な
内
容
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
い
ざ
実
行
段
階
に

な
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
共
同
化
の
困
難
性

が
表
面
化
し
て
、
そ
の
実
現
が
困
雄
に
な
る
こ
と

が
あ
る
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
製
材
エ
場
が
林
業

か
ら
木
材
工
業
に
脱
皮
す
る
過
程
の
一
現
象
か
も

知
れ
な
い
が
、
工
業
化
段
階
で
は
、
共
同
化
や
木

材
の
有
効
利
用
の
促
進
は
き
わ
め
て
困
雌
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

木
材
工
業
の
種
類
は
多
く
諺
し
か
も
そ
の
大
部

分
は
国
内
産
か
外
国
産
の
天
然
木
に
依
存
し
て
い

実
》
◎

再
生
産
さ
れ
る
人
工
林
木
に
依
存
で
き
る
製
材

工
場
で
さ
え
も
国
産
材
か
ら
外
材
依
存
に
転
移
し

て
、
そ
れ
を
機
会
に
工
鍵
化
を
考
え
て
い
る
と
き

わ
が
倒
木
材
工
業
ば
、
集
団
化
に
よ
っ
て
果
し
て

活
路
を
見
出
し
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

木
材
エ
業
の
外
材
使
用
は
、
そ
の
価
格
が
安
く

供
給
通
が
安
定
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
国
内
で
も
再
造
林
が
進
ん
で
い
る
の
で
量
的

供
給
量
は
増
大
し
て
い
る
が
、
要
は
国
際
比
価
が

高
い
か
低
い
か
が
そ
の
依
存
度
を
左
右
し
て
い
る

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ラ
ワ
ン
製
材
品
、
ラ
ワ
ン
合
単
板
の
貿
易
自
由

化
も
近
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
残
廃
材

の
使
用
が
可
能
な
パ
ル
プ
、
繊
維
板
工
業
の
原
材

料
と
し
て
の
チ
ッ
プ
を
始
め
、
一
般
木
材
や
木
材

製
品
類
が
大
量
に
輸
入
さ
れ
る
と
き
、
木
材
の
再

生
産
が
促
進
さ
れ
、
木
材
工
業
が
振
興
さ
れ
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

林
材
関
係
者
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
似
重
に
検
討

し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
霧
笛
）
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第11回林業写真コンクール作品募集

主催社団法人日本林業技術協会・全国林業改良普及協会

後援農林省（申請中）・林野庁（申請中）

協賛富士写真フイルム株式会社

1題材（1，2，5部共通）／
森林，林業などを主題とする。

例）森林のすがた観光資源としての森林，森林の生態，動植物など。
林業全般育苗，造林，保育，伐採，搬出，製材，製炭，木凋工業，特殊林産，林道治山等，林

業改良普及，林相，森林被害など。
山村の実態風景，生活，風俗など。

2区分
第1部1枚写真黒白写真，四つ切。

第2部組写真キャビネ～全紙。1組15枚以内，黒白写真。

第3部スライド黒白またはカラー，35ミリ，コマまたはストリップ1本30～50コマ。説明台本

1通添付テープ付も可。

3応幕規定
1．応募資絡応募者は職業写真家でないこと。応募作品は雑誌，その他印刷物や，全国的な写真コンク

ールに未発表のものに限る。

2．応募点数制限しない。

5．記載事項第1部，第2部はハガキ大の紙に書いてこれを作品の下に貼る，第5部は説明台本記載。

1．部門別，2．題材別（森林のすがた，林業全般，山林の実態)，3．題名，4．内容説明，5．搬影年月日，

6．撮影場所，7．撮影データ（使用カメラおよびレンズの種類，天候，絞り，露出，フィルター，照明，使

用フイルム，現像薬，その他特記事項)，8．作画データ砿用印画紙の種類，現像薬，その他特記事詞，

9．住所，氏名，職業，年齢。

4．〆切昭和39年2月末日（当日消印のものを含む）

5．送付先東京都港区赤坂溜池町1三会堂ピル社団法人全国林業改良普及協会

第11回林業写真コンコール係り

6．作品の帰属応募作品の発表，プリントなどの版権は主催者に帰属するものとする。
第1，第2部の応募作品はいつさし､返却しないが，第3部作品は審査後返送する。

第5部作品を主催者側から一般公開用のスライドの原作として採用する場合にはあらかじ

め応募者に連絡し、相応な謝礼金を贈呈するものとする。

4審査員0順不同，敬称略j
山岳写真家塚本I削治艇林コンサルタントセンター社長八原昌元
林野庁林政課長黒河内修林野庁研究普及課長伊藤清三

全国林業改良普及協会専務理事原忠平日本林業技術協会専務理事松原茂

5入選者の決定と発表審査は昭和39年5月中旬に行なう。発表は，日本林業技術協会の「林業技術」全
国改良普及協会発行の「林業新知識」誌上，作品の公開は随時同誌上で行ない，

適当な機会に展臆会を開く。

6賞

第1部特選1名農林大臣賞賞金10,000円注各部門とも入選者には

三＃濯瞥細鍵鴇擢謹雛鑿灘鰄喧磯
佳作20名記念品る。同一者の入選作につ

第2部特選1名農林大臣賞賞金20.000円いては席位はつけるが，

三驚罎箪鬮絵鳶良:虚会鳶蕊↑:::::骨徴金賞品は羅趣作品
三席5名賞金5､000円’点にのみ脳呈する。

第3部特選1名農林大臣賞賞金30,000円
一勝1名林野庁長官賞賞金15,000円
二席1名全国林錐改良普及協会賞賞金10,000円
三席5名賞金5,000PJ

》
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新しい．／森林家必携〃

K式測高器
q

特価9，980円

性

形式

基線長

倍率

測距範囲

測高範囲

能

二重像合致式

25cm

5×

5m×100m

0m～40m

壱

．＝

樹高測定，標高測定

簡易測量

対空標識見取図．図根点見取図，立木位置図の作成

帯状円形プロッI､の設定

林道，治山，造林その他事業の略測

用

高さの測定

距離の測定

見取図の作成

標準地の設定

土木事業の略測

、

毎
劃
国

林業関係販売一手取扱日本林業技術協会

'5月]日現在|脅零
能
数

支部名 1月1日現在
会務報告

九州大
高知局
福岡県
三重大
青森局
神奈川県
新潟県
島根県
茨城県
東京局
千葉県
岡山県
鹿児島大
長野県
岐阜県
教育大
札幌局
東京大
京都府
名古屋局
秋田局
秋田県
函館局

媚
馴
砺
師
一
師
蛎
配
妬

１
１

１

58

675

120

100

415

76

105

174

112

345

71

269

59

81

22ろ

48

281

39

114

191

502

104

358

一
一
一
扣
一
即
如
Ⅷ
釦

１

１
１
１

◇第1回常務理事会

4月22日正午から本会和室会議室で開催。

出席者；搬瀬，海法，佐藤竹原，松形，遠藤の各常務

理蕊と本会から石谷，松川，松原，成松

◇第2回編集委員会

5月16日午後4時から本会和室会議室で開催。

出席者：石崎倉沢，辻，松原，岩崎の各委員と本会か

ら松原，八木沢，中元

64

24J7

34

82

91

55

141

43

109

185

520

74

106

101

45

90

250

55

312

54

120

380

552

110

←

支 部動静

〆
』

一
一
一

◇滋賀県支部総会

会員倍増計画の推進に伴って従来82名の会員が180名

に瑚加した機会に4月25日午前9時30分より午後4時ま

で滋鷲会館中ホールにおいて支部総会を開催した。

規約を制定し，高野林務課長を支部長にその他役員の

選出を行ない，収支決算．予算等を決めた。なお京都大

学四手井教授，並びに本部から出席の松原専務理甑の講

淡をきし､て午前の部を終り，午後は約3時間にわたり懇

談会を開催して，有意義に閉会した。

◇会員倍増運動に関して

会員倍増運動に関して，5月2日付で各支部に照会し

た。現会員数，増員可能見込数等について報告が入った

ので紹介します。本件に関しては，報告が入り次第引続

き掲戦の予定であります。順不同）

昭和38年6月10日発行

林業技術第255号
編集発行人松原茂
印刷所大日本印刷株式会社

発行所社団法人 日本林業技術協会
I千代田区六番町七番地東京都千代田区六番町七番

髄話《331）4214,42152720096,0071

銀盤東京60448瀞’

－36－
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…ブナ丸太の防腐
･･･松丸太の青変防止
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農林省登録番号第3267号

製

②
(説明苔送呈）

東京部中央区日本橘室町2の1（三井西3号208汚）
電蹄日本砺(241)719･720･3831･3966･5"7

束京都中央区日本橘本右町3の4菊池ビル二階
寵話日本橘（241）0381(代表）

本社

営業所
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○フリーストレス(FS)加工
糠

興國鋼線
東京都中央区宝町2の3

束京・犬
一一

本社

工場

電話東京(561)代表2171

阪・新潟

９
▲
１
．
ｈ
ｌ
０

＝

当 社の誇る特殊ロープ

サン＝
翼夕=回

＝

〃

侭

1

＝＝

＝

用途

林業機械用

鉱山索道用

±木建設用

《
〉

＝

冒塞

…
＝

＝＝

零
雲

＝ ＝一

〃

本社大阪市北区中之島2－18電(23)5捌代

営業所東京都中央区日本橋江戸橋1~3電(281)3151代



｜｜,ソトコンパス

雛計

・チカルスクュア

コンノどス

il

牛方式ボケ,ソトコンパス

ラ コン辮矛職…ア
ブラントンコンパス

最も軽快なトランシット

5分読水平分度

防水磁石盤

正像10X

アルティレベル
ハンドレベル式測高器

口
』
』
■

6,500

東京都大田区調布千鳥町40

牛方商会工場
TEL(751)0242

’

理による一リッヒの カタログ進呈
(誌箔記入ドさ’

ツ
一一一一一ーーー一一一一一一一一一一ー一一一一一

8

林分材積測定器
1

0

司

戸

liill1」市小橋l111.164…Tel(2)2307･2308
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